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Ⅰ 実施計画の実績の取りまとめについて

1 本市では、第五次鳴門市総合計画に基づき、計画的かつ効率的な行財政運営を進めるため、向こう３か年の具体的施策・事業を示

した実施計画を策定しています。

実施計画の進捗状況を把握し、必要に応じ所要の見直しを行うため、平成18年度末時点での進捗状況をまとめました。

2 個別の各事業について、左側には平成18年度実施計画の内容、右側には平成18年度の実績【実施内容・進捗状況・決算見込み・

計画通り実施できなかった理由】を表記しました。

平成17年度から18年度へ予算を繰り越した事業については、繰越額及び決算見込みを『』書きで表記しています。

　なお、「進捗状況」欄の区分は次のとおりです。

(1) 前倒し実施 →平成19年度以降のスケジュールの一部又は全部を前倒しで実施した

(2) 計画どおり →平成18年度の取り組み目標を達成できた

(3) 未達成 →平成18年度の計画内容を達成できなかった 　

(4) 未着手 →平成18年度に着手しなかった

(5) 完了･終了 →平成18年度で事業が完了又は終了した

※(3)未達成、または(4)未着手の場合は、「計画通り実施できなかった理由」欄にその理由を記載しています。

注）実施計画部分の記載内容について（平成18年度～20年度実施計画策定時の内容です。）

(1) 事業名欄に「　　」とあるのは、平成18年度以降の新規事業を表しています。 ＜例図＞

(2) 事業名欄に「　　　　 」とあるのは、重点プロジェクトに位置付けられている事業を表しています。 【開かれた行政と市民参画の推進（

（例：｢重9-1｣は「重点プロジェクト9の(1)」のこと　※右図及びP.4参照）

(3) 事業の区分が他に重複するものについては、事業名に「(再掲あり)」と記載しています。

(4) 事業費欄の表示は次の内容を示しています。

①平成18年度は当初予算額、平成19・20年度は見込み額

②「－」は、事業費が経常的なもの、または計画事業費のみの算出が困難なもの、未定のものなど 担当課：秘書広報課

③（ ）付きの金額は、市の予算を伴わない事業費

④『 』付きの金額は、平成17年度から18年度へ繰り越した事業費

事務事業名

広報誌充実事業

一層読みやすい
て、掲載内容、
紙の充実を図る

新

重○-△

重9-１
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Ⅱ 総合計画体系図

【将来都市像】 【基本テーマ(大項目)】 【政策(中項目)】 【(小項目)】 【施策】

土地利用 (1)計画的な土地利用

市街地整備 (2)人にやさしく災害に強い市街地の形成

中心市街地活性化 (3)中心市街地のにぎわい創出

道路 (4)安全で快適な道路の整備

交通 (5)公共交通網の充実

P.7 公園・緑地 (6)緑の保全と創出

河川・海岸 (7)自然環境と景観に配慮した河川・海岸の整備

港湾 (8)港湾の整備

住宅 (1)良好な居住環境の整備

上水道 (2)安全で安定した水の供給

P.12 下水道 (3)公共下水道の推進

農林水産業 (1)農業の振興/(2)畜産業の振興/(3)林業の振興

(4)水産業の振興/(5)公設地方卸売市場の活性化

産業 (6)産業の振興と経営基盤の充実強化

P.15 (7)雇用の安定と勤労者福祉の向上

観光 (8)観光・いやしの郷づくりの推進

P.21
人権 (1)人権の尊重

男女共同参画 (2)男女共同参画社会の実現

コミュニティ (3)地域のまちづくりの推進

P.23 ボランティア (4)ボランティア・ＮＰＯ法人の活動促進

・ＮＰＯ

社会福祉 (1)地域福祉の総合的推進/(2)高齢者福祉の推進

(3)障害者福祉の推進/(4)児童福祉の推進

(5)母子寡婦父子福祉の推進/(6)低所得者福祉の推進

P.27 子どものまち (7)子どもが主役のまちづくりの推進

情報化 (1)情報化の推進

い
き
い
き
　
未
来
に
輝
く
　
交
流
拠
点
都
市
　
な
る
と

(1)地域活力の都市基盤づくり

(2)快適な潤いのある住環境づくり

(3)創造力に富んだ産業・観光づくり

(4)世界に開く情報のまちづくり

(1)ともに支え合う地域社会づくり

(2)すくすく育つ生きがいのある福祉の
まちづくり

(1)交流と連携の
舞台を創るにぎわ
いのあるまちづく
り

(2)こころ豊かで
すこやかに暮らせ
る健康あふれるま
ちづくり
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【将来都市像】 【基本テーマ(大項目)】 【政策(中項目)】 【(小項目)】 【施策】

保健・医療 (1)健康・医療対策の推進/(2)国民健康保険の推進

社会保障 (3)介護保険制度の円滑な実施/(4)国民年金制度の推進

P.32
環境 (1)自然環境の保全と環境整備

環境衛生 (2)自然と共生できる循環型社会づくりの推進

P.35 (3)し尿の適正な処理の推進による良好な水環境づくり

消防 (1)消防体制の充実

救急 (2)救急救助・医療体制の充実

P.39 危機管理・防災 (3)災害に強いまちづくりの推進

交通安全 (1)交通安全対策の充実

防犯 (2)犯罪のない安全なまちづくりの推進

消費生活 (3)消費者の自立と保護

P.44 火葬場 (4)火葬場の適切な運営

墓地 (5)市有墓地の適切な管理

学校教育 (1)幼稚園教育の充実/(2)義務教育の充実

(3)高等学校教育の充実

大学連携 (4)大学連携の推進

生涯学習 (5)生涯学習の推進と青少年の健全育成

P.46 図書館 (6)市民参加の図書館運営の推進

スポーツ (7)生涯スポーツの振興

・レクリエーション

文化振興 (1)暮らしの中で文化と創造が息づくまちづくりの推進

(2)文化財の保護と活用

国際・国内交流 (3)国際・国内交流の推進

P.53

P.56

P.58

行財政運営 (1)効率的・効果的な行財政運営の推進

(1)開かれた行政と市民参画の推進市民参画

(4)郷土を愛し思
いやりに満ちた次
代を担うひとづく
り

(1)たくましい個性あふれるひとづくり

(2)文化にふれあう感性豊かなひとづく
り

(1)市民と協働する開かれたまちづくり

(2)時代を拓く行財政のシステムづくり

(2)いのちを大切にする地域づくり

(3)安心に包まれた暮らしづくり

(3)いきいきと暮らせる健康づくり

(1)循環型の地域環境づくり

(5)市民と歩むま
ちを支える行財政
の仕組みづくり

(3)安全と安心に
包まれた快適な環
境のまちづくり
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重点プロジェクト（プロジェクト９）

1　夢つなぐ「子どものまち」推進プロジェクト 5　にぎわい創出・まちの活性化プロジェクト 8　いのちと財産を守る危機管理プロジェクト

(1)子育て支援基盤整備の推進 (1)「ふるーあ鳴門」交流拠点整備の推進 (1)危機管理・防災意識の醸成と市民防災活動の推進

(2)子どものまち鳴門プランの推進 (2)広域観光対策の推進 (2)危機管理・防災体制の強化と充実

(3)子どもの体験活動・ふれあいの拠点づくり (3)中心市街地活性化対策の推進 (3)情報伝達体制の充実

(4)企業誘致の推進 (4)災害広域応援体制の整備拡充

2　ともに支え合う保健福祉推進プロジェクト (5)地産地消の推進 (5)公共施設等の耐震化促進

(1)「健康なると２１」の策定と推進 (6)産直市の活性化 (6)防災対策の推進

(2)お元気 SUN ROOM （健康相談プラザ）の設置 (7)漁場・漁港環境の整備促進 (7)救急・救命救助高度化の推進

(3)高齢者・障害者支援と社会参加の促進 (8)地場産品・地場農産物のブランド化の推進

(4)地域コミュニティ活動の推進 9　時代を切り拓く行財政改革推進プロジェクト

(5)ボランティア・NPO活動の推進 6　未来を拓くひとと文化を育てるプロジェクト (1)市民参画による行政の推進

(1)総合的な教育基本計画の策定と推進 (2)広域行政の推進と市町村合併の研究

3　自然にやさしい環境対策推進プロジェクト (2)学校施設・設備の整備促進 (3)財政の健全化

(1)クリーンセンター建設事業の推進 (3)二学期制の導入 (4)行財政運営システムの構築

(2)最終処分場の確保 (4)生涯学習・生涯スポーツの推進 (5)分権を担う人材の育成

(3)ごみ減量化対策等の推進 (5)国際・国内交流の推進

(4)不法投棄対策の推進 (6)国際交流記念事業の実施

(5)環境諸施策の推進 (7)文化・芸術活動の推進

(6)火葬場環境整備の推進 (8)大学連携の推進

4　調和と潤いに満ちた都市創造推進プロジェクト 7　なるとｅ－プラン・情報化推進プロジェクト

(1)都市計画マスタープランの策定 (1)行政情報化の推進

(2)幹線道路の整備促進 (2)地域情報化の推進

(3)明神日出線改良事業の推進 (3)広域情報化の推進

(4)ドイツ村公園の整備推進 (4)情報通信基盤の整備

(5)木津城山公園の整備推進

(6)鳴門ウチノ海総合公園の多面的利用

(7)公共下水道の整備促進

(8)合併処理浄化槽整備事業の促進
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Ⅲ 実施計画総括表
（単位：千円）

平成17年度から18年度への繰越 平成18年度事業費 進　捗　状　況

繰越額 決算見込み額 計画額 決算見込み額
前倒し
実　施

計　画
どおり

未達成 未着手
完了
･終了

１交流と連携の舞台を創るにぎわいのあるまちづくり

(1) 地域活力の都市基盤づくり 15 158,412 158,266 658,671 588,643 1 5 7

(2) 快適な潤いのある住環境づくり 9 93,002 93,002 1,218,668 941,010 6 1 1 1

(3) 創造力に富んだ産業・観光づくり 18 131,810 123,162 12 5

(4) 世界に開く情報のまちづくり 6 17,995 11,856 1 1 1 3

２こころ豊かですこやかに暮らせる健康あふれるまちづくり

(1) ともに支え合う地域社会づくり 13 16,760 16,396 13

(2) すくすく育つ生きがいのある福祉のまちづくり 13 68,252 68,707 10 1 1

(3) いきいきと暮らせる健康づくり 6 15,631 13,955 5 1

３安全と安心に包まれた快適な環境のまちづくり

(1) 循環型の地域環境づくり 13 1,189,692 1,189,692 643,980 826,753 2 8 2 1

(2) いのちを大切にする地域づくり 20 93,805 76,537 13 2 2 3

(3) 安心に包まれた暮らしづくり 3 91,122 39,922 2 1

４郷土を愛し思いやりに満ちた次代を担うひとづくり

(1) たくましい個性あふれるひとづくり 23 82,759 88,822 2 18 3

(2) 文化にふれあう感性豊かなひとづくり 11 47,476 49,326 9 1

５市民と歩むまちを支える行財政の仕組みづくり

(1) 市民と協働する開かれたまちづくり 5 10,226 9,664 5

(2) 時代を拓く行財政のシステムづくり 7 20,453 18,602 6 1

１交流と連携の舞台を創るにぎわいのあるまちづくり 48 251,414 251,268 2,027,144 1,664,671 1 24 9 2 9

２こころ豊かですこやかに暮らせる健康あふれるまちづくり 32 100,643 99,058 28 1 2

３安全と安心に包まれた快適な環境のまちづくり 36 1,189,692 1,189,692 828,907 943,212 2 23 5 2 4

４郷土を愛し思いやりに満ちた次代を担うひとづくり 34 130,235 138,148 2 27 4

５市民と歩むまちを支える行財政の仕組みづくり 12 30,679 28,266 11 1

合　　　　　　　計 162 1,441,106 1,440,960 3,117,608 2,873,355 5 113 15 4 20

※「再掲」及び「市の予算を伴わない事業」については、事業数に含めているが、事業費には含まれていない。

※平成18年度事業費の「計画額」は、実施計画作成時の事業費である。

項　　　　　　　目
平成

18年度
事業数
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Ⅳ　　実　施　計　画　実　績



第1章 第1節　地域活力の都市基盤づくり 

第１章　交流と連携の舞台を創るにぎわいのあるまちづくり
第１節　地域活力の都市基盤づくり

土地利用

市街地整備

中心市街地活性化

道路

交通

公園・緑地

河川・海岸

港湾

土地利用計画の充実

既成市街地の整備

中心市街地の整備
市民参加のまちづくり活動

地域住民によるまちづくり活動への支援

【施策】【政策】 【基本事業】

緑の保全と創出

公共交通網の充実

人にやさしく災害に強い市街地の形成

計画的な土地利用

中心市街地のにぎわい創出

生活道路の整備
橋梁の整備

計画的土地利用の推進

港湾環境の整備

公園の整備
緑化の推進

河川整備
海岸整備

広域交通網の整備促進

港湾施設の整備

幹線道路の整備

公共交通機関の確保・充実

港湾の整備

安全で快適な道路の整備

自然環境と景観に配慮した河川・海岸
の整備

道路環境の整備

地
域
活
力
の
都
市
基
盤
づ
く
り
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第1章 第1節　地域活力の都市基盤づくり 

【計画的な土地利用（土地利用計画の充実）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：都市住宅課 7,000 7,600

【中心市街地のにぎわい創出（中心市街地の整備）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 25 20 20

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 5,000 23,000

【安全で快適な道路の整備（幹線道路の整備）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：都市住宅課 6,300 5,700

鳴門市中心市街地活性化基本計画に基づ
き、本市の特色を活かした中心市街地の活
性化を推進し、地元商店街や商工団体等が
自主的・主体的に取り組むまちづくりを支
援する。

中心市街地活性化推進事
業

継続

中心市街地活性化法及び都市計画
法が平成18年度に改正されたこと
から、新しい中心市街地活性化基
本計画の策定も視野に入れ、情報
収集と研究を行った。

計画どおり

25

前倒し実施

800

平成18～20年度の3か年で都市計
画基礎調査を実施することとし
た。

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名 事　業　概　要

調査・検討

鳴門市都市計画マスター
プラン策定事業

ＪＲ鳴門駅西口に新たな改札口及びホーム
までの通路を整備することで、高齢者や障
害者も含め、誰もが安心して利用できるよ
うにするとともに、乗降客の中心商店街へ
の回遊を図る。

ＪＲ鳴門駅西口整備事業

徳島東部都市計画との整合性を図りなが
ら、都市計画マスタープランの見直しを行
う。

（平成19年度の実施設計に向け
て、関係機関と協議を行った。）

事　務　事　業　名 事　業　概　要

（鳴門市都市計画マスタープラン
策定事業の中へ位置付けることと
した。）

都市計画道路整備プログラムを策定する。鳴門市道路整備プログラ
ム策定事業

調査・検討

設計 整備

重5-3

新 重5-3

重4-1
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第1章 第1節　地域活力の都市基盤づくり 

【安全で快適な道路の整備（幹線道路の整備）続き】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：高速道路対策課 136,895 200,400 198,700

進捗状況

決算見込み

『1,333』 『1,275』

担当課：高速道路対策課 98,151 63,900 39,800 84,753

【安全で快適な道路の整備（生活道路の整備）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

『140,089』 『140,002』

担当課：土木課 212,600 222,000 115,000 277,704

進捗状況

決算見込み

担当課：土木課 10,000 30,000 42,000

木津野松村線改良事業

四国横断自動車道の建設について、各地元
対策協議会との設計協議に基づき、周辺整
備を順次実施していく。

四国横断自動車道周辺対
策事業

高速道路整備支援事業

狭あいで通行に支障をきたしている同市道
について、拡幅など改良工事を行う。

事　務　事　業　名 事　業　概　要

<平成17年度からの繰越分>
　　施行延長L=290m
<平成18年度分>
　　施工延長L=90.0m

木津野松村線舗装改良工事
　施工延長L=60.0m
木津野松村線測量設計業務
　業務延長L=1.1Km

道路対策4事業、環境対策1事業、
県単土地改良1事業の6事業を実施
したが、道路対策の1事業について
は平成19年度に繰り越した。

継続

継続

事　務　事　業　名 事　業　概　要

13次区間(小松島～鳴門間)において、高速
道路の建設に伴い必要な側道等の整備を行
う。 継続

明神日出線改良事業

未達成

国費事業については、工事施工に
伴う地元住民の協力・理解を得る
ために不測の日数を要したため、
年度内完成に至らず繰越措置をし
た。

未達成

大代的場2号線道路改良工事に係る
埋蔵文化財包蔵地の試掘により、
土器等の破片が出土し、この発掘
調査に日数を要したため繰越をし
た。

未達成

84,569

<平成17年度からの繰越分>
機能向上側道等に関する調査、測
量委託（大幸、段関）
<平成18年度分>
大幸、段関、小森地区の側道用地
取得を概ね達成

小森地区の物件補償１地権者につ
いて、移転に日数を要するため、
年度内完成に至らず繰越措置をし
た。

工事については、関係機関との協
議に不測の日数を要したため、年
度内完成に至らず繰越措置をし
た。

未達成

6,920

特に大型車通行量の多い、国道28号から
国道11号の間の補修を重点的に進め、通
行の安全を図る。

実施

新

重4-2

重4-2

重4-3
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第1章 第1節　地域活力の都市基盤づくり 

【公共交通網の充実（公共交通機関の確保・充実）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：運輸事業課 － － －

【緑の保全と創出（公園の整備）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：衛生センター（旧環境政策課）・公園整備事務所 30,000 152,000

進捗状況

決算見込み

『12,702』 『12,701』

担当課：公園整備事務所 30,000 30,000 30,000 10,400

進捗状況

決算見込み

担当課：公園整備事務所 21,000

市営バス経営改善事業

木津城山公園整備事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名 事　業　概　要

運輸事業のあり方について検討し、今後の
事業運営の基本的方向性を示すため、18
年度に運輸事業基本計画を策定する。

鳴門市運輸事業審議会の設置・開
催(5回)、市バス利用者懇談会の開
催(14回)、運輸事業に係る庁内連
絡調整会議(4回)、市バス利用実態
調査の実施、パブリックコメント
の実施を経て、運輸事業基本計画
を策定した。

継続

計画どおり

－

衛生センター周辺整備事業の一環として、
市民の憩いの場としての公園を整備する。

継続

西側斜面広場の階段工・排水工・
石張り舗装工を進めた。
施工延長　Ｌ＝78m
石張り舗装工　274ｍ２

1.2号階段工
Ｕ字溝　Ｌ＝235ｍ

計画どおり

30,000

「菩提樹の森」の植栽エリア造成
に必要な南側の池の擁壁等を整備
した。

工事施工箇所は、現場が狭く、平
成17年度繰越分工事と平成18年
度現年分工事との同時施行が困難
となったため。

未達成菩提樹の森などドイツ村公園の整備事業を
進める。ドイツ村公園整備事業

地域交流の拠点づくりの一環として、ドイツ村
公園内に道の駅を整備する。また、道の駅の構
内に常設の物産館を開設するとともに、運営、
団体の強化、オリジナルブランド、特産品の開
発等を行うことにより、地域住民の生活の質の
向上と地域経済･社会の活性化を図る。

道の駅「第九の里」整備
事業

実施

継続

物産館を整備し、平成18年7月8
日、道の駅「第九の里」として
オープンした。

計画どおり

20,187

新

重4-5

重4-4

重4-4
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第1章 第1節　地域活力の都市基盤づくり 

【自然環境と景観に配慮した河川・海岸の整備（河川整備）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：土木課 2,000 6,000 6,000

進捗状況

決算見込み

『4,288』 『4,288』

担当課：土木課 68,000 70,000 70,000 51,385

【自然環境と景観に配慮した河川・海岸の整備（海岸整備）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：土木課 50,000 20,000 20,000

事　務　事　業　名 事　業　概　要

室漁港海岸整備事業

実施

排水機場樋門整備事業
継続

継続

事　業　概　要

継続

老朽化した排水機場のポンプ・発電機など
について、計画的に更新等を行う。

事　務　事　業　名

災害が発生するおそれのある危険な箇所に
ついて、緊急性の高いものから改修を順次
行う。河川改良事業

<平成17年度からの繰越分>
林崎第１の6号ポンプ更新
<平成18年度分>
黒崎排水機場改良、弁財天住宅排
水機場改良、大桑島排水機場改
良、立岩区画排水機場アスベスト
対策他

大型ポンプは、受注工事製作であ
り一定の期間を要するが、乾期
（冬期）しか工事を実施すること
が出来ないため、需要が集中し、
ポンプ製作に想定以上の工期が必
要となり、年度内での完成に至ら
なかったため。

未達成

室漁港海岸の中ケ谷地区及び本村地区の老
朽化した既存護岸基礎の補修及び補強を行
う。

護岸工事の基礎部の擁壁を水中コ
ンクリートで施工する予定でたっ
たが、より安価となるL型ブロック
に変更することにした為に積算及
び図面の変更等に、不測の日数を
要したため。

未達成

17,900

地質調査
本工事　L=74.0m

西新排水路改良工事　L=15.3ｍ
宮の北排水路改良工事　L=42.0ｍ

計画どおり

4,000

新

重8-6

重8-6

重8-6
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第1章 第2節　快適な潤いのある住環境づくり

第２節　快適な潤いのある住環境づくり

住宅

上水道

下水道

【良好な居住環境の整備（住宅ストックの有効活用）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：都市住宅課 14,247 36,700 36,400

【良好な居住環境の整備（安全で安心な居住環境の整備）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：都市住宅課 4,102 4,400 3,450

計画どおり

3,666

安全で安心な居住環境の整備

水道施設の整備・更新

矢倉団地Ｇ棟外壁・屋上防水等改
修

計画どおり

12,753
継続

事　務　事　業　名 事　業　概　要

鳴門市市営住宅ストック総合活用計画に基
づき、年次的・効率的に住環境の改善に努
める。

市営住宅ストック活用事
業

安全で安定した水の供給

公共下水道の維持管理

水資源の確保

公共下水道の整備公共下水道の推進

効率的な供給体制の整備

【施策】【政策】 【基本事業】

良好な居住環境の整備 住宅ストックの有効活用

高島団地48戸
桑島団地58戸
明神第二24戸
　　に火災警報機取付

事　務　事　業　名 事　業　概　要

住宅火災による死者の発生を低減させるた
め、市営住宅の全団地に計画的・年次的に
取り付けていく。

市営住宅火災報知器取付
事業

実施 継続

快
適
な
潤
い
の
あ
る

住
環
境
づ
く
り

新
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第1章 第2節　快適な潤いのある住環境づくり

【良好な居住環境の整備（安全で安心な居住環境の整備）　続き】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：都市住宅課 3,818 15,000 15,000

進捗状況

決算見込み

担当課：都市住宅課 3,201 3,200 3,200

進捗状況

決算見込み

担当課：都市住宅課 － － －

【安全で安定した水の供給】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：水道事業課 －

水道ビジョン策定事業

完了

水道事業の現状と将来の見通しを分析・評
価した上で、目指すべき将来像を描き、そ
の実現のための方策等を示す。

全市的な調査を行い重点密集市街地を含む
地震災害危険地区を抽出するとともに、住
環境の整備目標・整備方針を設定し、現況
把握、被害避難の想定、対応方策案の検討
を行う。

重点密集市街地改良事業

継続

事　務　事　業　名 事　業　概　要

木造住宅耐震改修支援事
業

実施

昭和56年の新耐震基準以前の木造住宅に
ついて、耐震診断希望者に対し支援を行
う。

継続

木造住宅耐震診断支援事
業

耐震改修の必要性がある木造住宅に関して
補助を行い、住民の生命と財産を守るとと
もに倒壊による火災の発生の防止や避難路
の確保を目指す。

計画どおり

1,358

完了･終了

－

今後10年間の長期構想を取りまと
めた鳴門市水道ビジョンを策定。

5戸の改修支援実施

継続

第五次鳴門市総合計画に位置づけ
全市的に調査し、改善策や補助制
度の調査研究を引き続き行う必要
があるため。

未着手

－

計画どおり

3,217

耐震診断を希望する44戸に対し
て、支援した。

事　務　事　業　名 事　業　概　要

重8-5

新 重8-5
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第1章 第2節　快適な潤いのある住環境づくり

【安全で安定した水の供給（水道施設の整備・更新）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：水道事業課 3,000 3,000

【公共下水道の推進（公共下水道の整備）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：下水道課 502,800 541,600 628,800

進捗状況

決算見込み

『93,002』 『93,002』

担当課：下水道課 687,500 830,000 600,000 454,371

生活環境の改善と公共用水域の水質保全を
図るため、平成21年度の一部供用開始を
目標に、流域下水道の整備を促進する。旧吉野川流域下水道事業

継続

事　務　事　業　名 事　業　概　要

旧吉野川流域下水道事業の進捗に合わせ
て、本市内における公共下水道事業を進め
る。公共下水道事業

継続

継続

事　務　事　業　名 事　業　概　要

水道施設の耐震診断を行い、その結果によ
り耐震補強工事などを検討する。18年度
は木津ポンプ場の耐震診断を実施する。水道施設耐震診断事業 木津ポンプ場の耐震診断を実施。

計画どおり

1,565

計画どおり

464,080

<平成17年度>
第10工区面整備管築造工事 他
<平成18年度>
第7工区管渠築造工事 他

開削工事について、道路に既占用
している関係機関との協議に不測
の日時を要し、現場によっては水
道施設の移設が必要となり、長期
の工期を要したため、年度内完成
に至らなかった。

未達成

幹線管渠整備工事、最終処理場地
盤改良工事

重4-7

重8-5

重4-7
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第1章 第3節　創造力に富んだ産業・観光づくり

第３節　創造力に富んだ産業・観光づくり

農林水産業

産業

観光
勤労者福祉の充実

漁業資源の多面的活用

雇用の安定と勤労者福祉の向上 就業機会の拡大
労働力の確保

金融対策の推進

施設・設備の整備公設地方卸売市場の活性化

運営形態・運営方法の見直し

地場産業の育成・振興
商店街の基盤強化

【政策】 【基本事業】

安全・安心の確保

農業経営の安定化
農業の高度化

畜産業の活性化

農業の振興

畜産業の振興

【施策】

消費者の信頼の確立

林業の振興

漁業経営の安定化

農業生産基盤の整備

水産業の振興

緑豊かな森林の整備

漁業生産基盤の整備

産業の振興と経営基盤の充実強化

企業誘致の推進

機能の向上
経営基盤の強化

観光客の誘致促進
観光基盤の整備・活用観光・いやしの郷づくりの推進

創
造
力
に
富
ん
だ
産
業
・
観
光
づ
く
り
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第1章 第3節　創造力に富んだ産業・観光づくり

【農業の振興（農業の高度化）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：農林水産課 322 － －

【農業の振興（消費者の信頼の確立）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：農林水産課 1,790 1,800 1,800

【農業の振興（農業生産基盤の整備）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：耕地課 －

換地計画に基づく換地処分登記完
了により全事業完了。

完了･終了

－

①鳴門ブランド戦略推進会議等の開
催。②甘藷、らっきょう、だいこんの
各販売検討会、研修会の開催、宣伝販
売、先進地視察、バンフレット他PR資
材の作成。農業体験等を通して甘藷の
PR活動。「鳴門らっきょ」の地域団体
商標の出願

計画どおり

1,420

ウチノ海総合公園のイベントに併
せて開催したり、早朝(7:00～
9:00)開催とするなど、試行錯誤し
ながら4回開催し、述べ6,200人
の来場者があった。

計画どおり

383

ウチノ海総合公園において、漁業者・農業
者の連携により、本市農水産物の直販を行
い、生産者と消費者の顔の見える関係を確
立しながら、本市特産物の地産地消の推進
と産地育成を図る。

農水産物直販市開催事業

継続

本市の風土に特化した農産物を、生産管理
システムの活用、ＰＲ活動の展開などによ
り「鳴門ブランド」として確立する。ブランド産地育成事業

継続

事　務　事　業　名 事　業　概　要

大津東部地区における県営かんがい排水事
業の実施により、優良農地の整備・確保を
行う。大津東部圃場整備事業

完了

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名 事　業　概　要

重5-8

重5-5･6
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第1章 第3節　創造力に富んだ産業・観光づくり

【林業の振興（緑豊かな森林の整備）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：農林水産課 2,948 3,180 3,180

【水産業の振興（漁業生産基盤の整備）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：農林水産課 4,407 4,400 4,400

進捗状況

決算見込み

担当課：土木課 50,000

進捗状況

決算見込み

担当課：土木課 32,000 75,000 75,000

公有水面埋立申請書作成、地質調
査、測量設計等を行った。

計画どおり

30,145

北防波堤　L=5.5ｍ

完了･終了

38,400

徳島北部底曳き網協会所属97隻に
より、播磨灘沖で10.5k㎡を漁具
を使って79㎥海底沈殿物を除去
し、処分を行った。

計画どおり

3,367

計画どおり

サル用捕獲檻2基、イノシシ用捕獲
檻4基を整備した。竹ノ下地区、川
筋地区においてイノシシ防護用電
気柵整備に補助金を交付した。ま
た、大浦地区において、サル被害
対策研修等のモデル事業を行っ
た。

3,866

漁村環境の改善並びに漁港機能の充実を図
るため、護岸及び防波堤の整備を行う。撫佐漁港整備事業

実施 継続

平成元年度に着手後、北防波堤、東護岸、
東防波堤等の整備を進めてきた。北防波堤
嵩上げ工事を完成させる。

大浦地区地域水産物供給
基盤整備事業

完了

継続

継続

近年、増加している野生鳥獣からの被害防
止策として、捕獲檻や防護柵等の整備を計
画的に図ること等により、地域住民の安全
な生活と農作物への被害防止体制を確立す
る。

漁業環境の悪化や水産資源の枯渇による漁
獲高の減少対策として、掃海事業を実施
し、漁業機能の回復に努める。漁場環境保全創造事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

鳥獣被害対策事業

事　業　概　要事　務　事　業　名

新

重5-7

重5-7

重5-7
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第1章 第3節　創造力に富んだ産業・観光づくり

【産業の振興と経営基盤の充実強化（地場産業の育成・振興）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 900 800 700

【産業の振興と経営基盤の充実強化（企業誘致の推進）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 616 1,150 1,150

【雇用の安定と勤労者福祉の向上（就業機会の拡大）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 －

(財)高年齢者雇用開発協会より委託
を受けた鳴門地域雇用機会増大促
進支援協議会が、雇用増大のため
の4事業を行い、市は当協議会活動
への支援を行った。各事業とも周
知が広まり雇用創出82名の成果を
得た。

完了･終了

( 24,545 )

「なるとソフトノミックスパーク」に
おいて、賃貸契約で立地していた1社
と土地売買契約を締結。「鳴門複合産
業団地」では鳴門市所有の1区画を含
む5区画で売買が成立し化学工業2社の
進出が決定した。その他、大麻町に半
導体企業1社が進出した。

計画どおり

356

東京池袋の全国伝統的工芸品セン
ターにおいて、6月1日から13日
まで「阿波の焼物　大谷焼展」を
開催し、普及、宣伝に努めた。

計画どおり

900

継続

本市と板野郡4町（藍住町、板野町、北島
町、松茂町）の雇用機会の創出を目的に設
立された、鳴門地域雇用機会増大促進支援
協議会の活動を支援することにより、本市
における雇用の増大を図る。

終了

県との連携等により県内外の優良企業を
「なるとソフトノミックスパーク」などへ
誘致し、就業機会の増大や地域経済の活性
化、市民所得の向上など、活力ある街づく
りを推進する。

平成15年9月に国の伝統的工芸品に指定さ
れた大谷焼について、伝統的な技術・技法
の保護に努め、大谷焼陶業協会とともに振
興計画を推進し、県外での展示会を実施す
るなどして振興を図る。

伝統的工芸品産業振興事
業

継続

鳴門地域雇用機会増大促
進支援事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

企業誘致推進事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名 事　業　概　要

重5-8

重5-4
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第1章 第3節　創造力に富んだ産業・観光づくり

【観光・いやしの郷づくりの推進（観光基盤の整備・活用）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 6,000 44,000 －

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 10,000

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 4,000

【観光・いやしの郷づくりの推進（観光客の誘致促進）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 2,043 2,040 2,040

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 13,209 13,200 13,200

平成18年4月～10月の間、鳴門公
園～板東の間で周遊バス運行の社
会実験を実施した。（運行回数7回
/日×183日）

完了･終了

10,000

（まちづくり交付金事業計画に平
成20年度事業として位置付け
た。）

高速鳴門バス停施設のバリアフ
リー化率100％を目標に、上り車
線入口にエレベーターを設置する
ための実施設計を行った。

計画どおり

4,410

平成18年8月、中国の旅行者、マ
スコミ等を招聘し、瀬戸内クルー
ズモニターツアー・ファムトリッ
プを実施した。

計画どおり

2,058

観光情報センター管理運営に指定
管理者制度を導入し、より効率的
な管理運営を行ったほか、観光案
内及び観光情報端末により観光客
への情報提供を行った。

計画どおり

12,875
継続

高速鳴門バス停留所をより使いやすくする
とともに、市内や県内の観光案内のほか四
国の主要観光地の紹介を行うなど、四国の
東玄関口にふさわしい観光の拠点施設とし
て管理運営を行う。

実施

神戸市、倉敷市、琴平町及び本市の四都市
が手を結び、魅力の高い広域の周遊ルート
を設定し、訪日外客を含む全国からの観光
客を対象とした、共同による広域観光誘致
事業を実施し、圏域への観光客の誘致を図
る。

瀬戸内四都市広域観光推
進事業

継続

市西部の観光拠点としてサイクリングコー
スを設定するとともに、レンタサイクルの
整備を進めることにより、交流人口や滞留
時間の増加を図り、賑わいを創出する。

レンタサイクル事業

継続

観光客が公共交通機関を利用して、市内の
観光地を自由に往来できるよう、「ふるー
あ鳴門」を起点に、鳴門公園と市西部（大
麻町）を周遊バスで結ぶ社会実験を行い、
観光客の移動手段の確保と交通環境の整備
を図る。 実施

高速鳴門バス停留所及び周辺エリア（ふ
るーあ鳴門）の機能充実と環境整備の検討
を進め、本州と四国を結ぶ交流拠点しての
ハブターミナル化を目指す。

観光情報センター管理運
営事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

ふるーあ鳴門交流拠点整
備事業

観光周遊バス社会実験事
業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

重5-1

重5-2

重5-2

新

新
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第1章 第3節　創造力に富んだ産業・観光づくり

【観光・いやしの郷づくりの推進（観光客の誘致促進）　続き】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 600 1,100 1,100

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 2,975 25,000

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 4,000

計画どおり

910

鳴門市観光コンベンション㈱を窓
口として、スポーツ大会や会議の
誘致に努め、14件のコンベンショ
ン開催支援助成を行った。

平成18年3月21日のオープンから
平成19年3月末までに、有料入場
者通算185,354人を達成した。ま
た「宝くじ助成」によりマイクロ
バスを購入し、板東駅～ロケ村間
で来客の無料送迎を実施した。

計画どおり

10,072

平成19年3月に鳴門市観光振興計
画策定をした

完了･終了

4,000

実施 継続

観光関連産業はもとより地域の活性化を図
るため、鳴門観光の長期ビジョンを市観光
協会とともに策定し、国内外からの観光客
誘致を促進する。

実施

映画「バルトの楽園」のロケセットの一般
公開を行い新たな観光資源として活用を図
り、観光客増による地域の活性化を目指
す。

市内宿泊を伴う会議や学会、スポーツ大会
などのコンベンションを対象に開催支援助
成金を交付し、市内への流入人口増及び地
域経済の活性化を促進する。

継続

事　業　概　要

「バルトの楽園」ロケ
セット活用事業

観光ビジョン策定事業

事　務　事　業　名

コンベンション誘致支援
事業

新

新

重5-2
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第1章 第4節　世界に開く情報のまちづくり

第４節　世界に開く情報のまちづくり

情報化

【情報化の推進（電子自治体の実現）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：総務課 － － －

進捗状況

決算見込み

担当課：総務課 2,771 2,700 －

進捗状況

決算見込み

担当課：契約管財課 － － －

進捗状況

決算見込み

担当課：契約管財課 － － －

－

管財管理の公有財産異動簿と固定資産
土地台帳について確認・調査を行い、
253筆について公有財産管理システム
へ入力処理を行った。

完了･終了

－

昨年度の県・市町村情報推進化専門部
会作業部会において、開発費・運用費
の負担割合等についての最終提案が取
りまとめられた。現在導入している契
約管理システムの更新・連携等も視野
に入れた上で、導入について検討を進
めていく。

未着手

文書管理システムと同様に徳島県・市
町村情報化推進協議会で共同アウト
ソーシングにより進めている。現在運
用が開始されている30手続きのうち、
犬の登録関係などの8手続きはそれぞ
れ運用を開始しており、残りの手続き
の運用について検討を進めた。

計画どおり

1,719

法定外公共物管理システムをベースに構築
された財産管理システムを活用し、市有財
産の一元管理を進める。

公有財産管理システム構
築事業

継続

継続

公共工事の受発注手続の透明性を高め、ま
た公正な競争を促進しコストを縮減するた
めに電子入札制度を導入・運用する。

導入検討

県と市町村でつくる徳島県・市町
村情報化推進協議会で、電子自治
体共同システムの構築を共同アウ
トソーシングにより進めており、
文書管理システム導入への課題の
整理・検討を進めた。

共同開発による文書管理システム
の開発が遅れており、本市の導入
について検討することができな
かった。

総合文書管理システム構
築事業

継続

未達成

－

【施策】【政策】 【基本事業】

電子自治体の実現情報化の推進

事　務　事　業　名 事　業　概　要

行政事務の効率化・高度化や経費節減、
ペーパーレスの推進、情報開示への対応等
を実現していくために文書管理システムの
導入を図る。

市民に対する行政サービスの向上と、行政
事務の効率化・高度化のため、24時間、
365日、オンラインで申請・届出の手続が
可能となる電子申請・届出システムを構築
する。

電子申請等共同受付シス
テム構築事業

電子入札導入事業

世界に開く情報
のまちづくり

重7-1

重7-1

重7-1

重7-1
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第1章 第4節　世界に開く情報のまちづくり

【情報化の推進（電子自治体の実現）　続き】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：情報化推進室（旧情報システム室） － － －

進捗状況

決算見込み

担当課：情報化推進室（旧情報システム室） 15,224 16,000 12,900

完了･終了

10,137

市民に最新の情報や災害情報など
を提供できる環境を整備した。

完了･終了

－

市民生活に必要な最新の情報を提供できる
環境の整備を行い、1課1ホームページの
作成･運用、携帯電話にも対応した災害情
報の提供などを進める。

市ホームページ整備・拡
充事業

継続

意思決定の迅速化や業務改善、事務処理の
効率化を図るため、庁内LANの強化・充実
と職員一人1台のパソコン整備を進める。

庁内ＬＡＮ・情報機器整
備事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

継続

庁内ＬＡＮの充実、職員一人１台
のパソコンの整備はほぼ達成され
た。
今後は、継続的にＬＡＮの強化や
パソコンの更新を行っていく。

重7-1

重7-4
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第2章 第１節　ともに支え合う地域社会づくり

第２章　こころ豊かですこやかに暮らせる健康あふれるまちづくり
第１節　ともに支え合う地域社会づくり

人権

男女共同参画

コミュニティ

ボランティア・ＮＰＯ

【人権の尊重（人権行政の推進）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：人権福祉センター 1,118 1,110 1,110

計画どおり

1,071

11月11日(土)～19日(日)人権福祉セ
ンター等において、あらゆる人権が尊
重されるまちづくりを推進するため
に、幼・小・中・高・行政及び市民に
よる人権問題に関する作品を展示し、
啓発に努めた。来館者数 7,678人(前
年比 7.4％増)

幼稚園、小・中・高等学校、行政及び市民
による人権問題に関する作品の展示などを
通じて、あらゆる人権が尊重されるまちづ
くりを推進するため開催する。

継続

就労における男女平等の推進と環境整備

国際交流・国際貢献の推進

ＮＰＯ法人の活動促進

男女が共に担う家庭責任・地域づくりの推
進

男女が共に自立した生き方を支える福祉の
充実と健康の増進

ボランティア活動の推進

地域づくり活動の支援

人権擁護機関との連携強化

人権の尊重

男女共同参画社会の実現

人権教育

【施策】【政策】

ボランティア・ＮＰＯ法人の活動促進

【基本事業】

地域のまちづくりの推進

あらゆる分野への男女共同参画の推進

人権行政の推進
人権意識の高揚

男女平等社会への意識改革の推進

コミュニティ活動の推進

事　務　事　業　名 事　業　概　要

人権文化祭開催事業

と
も
に
支
え
合
う
地
域
社
会
づ
く
り

23



第2章 第１節　ともに支え合う地域社会づくり

【人権の尊重（人権意識の高揚）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：人権推進課 209 200 200

進捗状況

決算見込み

担当課：人権教育課 358 350 350

進捗状況

決算見込み

担当課：人権教育課 750 750 750

【人権の尊重（人権教育）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：人権教育課 718 710 710

進捗状況

決算見込み

担当課：人権教育課 1,620 1,620 1,620

計画どおり

659

市人権教育推進協議会が実施する人権
地域フォーラム・人権教育研究大会、
ヒューマンライツメッセージなると、
街頭啓発、各種研修会、企業が参加し
ての県外研修視察等の活動を支援し、
本市における人権教育・啓発の推進を
図った。

計画どおり

1,620

計画どおり

302

人権問題の啓発資料としてリーフ
レット（「わたしたちの人権問
題」№36）を26,000部作成し、
市内全戸に配布した。

計画どおり

688

「新たな人権」を研修課題に、
7/8～7/29の各土曜日に4回開催
し、広く一般市民へ啓発すること
により人権に対する意識改革を
行った。

計画どおり

209

鳴門市と板野郡5町が共催で、”
「ひとごと」から「わがこと」へ
－自己をみつめ、人と人がつなが
る人権学習－”をテーマにパネル
ディスカッション方式で広域的な
人権研修を実施した。

第一中学校校区内の幼・小・中学
校と里浦ちどり保育所で研究大会
を開催するとともに、大会誌を作
成した。

啓発資料「わたしたちの
人権問題」全戸配布事業

人権問題を身近な問題と捉えてその解決に
向けて主体的に取り組む市民を育成するた
め、身近な人権問題の資料を作成し、啓発
資料として市内全戸に配布を行う。

継続

継続

「人権」に関して理解と認識を深め、人権
意識を高めることを目的に開催する。

継続

人権教育研究大会開催事
業

継続

鳴門市人権推進協議会支
援事業

これまでの同和教育・啓発の手法を生かし
ながら、本市における人権教育・啓発を構
築、実践する大会として継続していく。

継続

本市における社会人権教育推進の中核をな
す鳴門市人権教育推進協議会の活動への支
援を継続して行う。

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名 事　業　概　要

一人ひとりが人権に関する正しい理解と認
識を深め、人権尊重のまちづくりを推進す
るため、本市と板野郡5町の共催でフォー
ラムを開催する。

人権セミナー開催事業

人権地域フォ－ラム開催
事業
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第2章 第１節　ともに支え合う地域社会づくり

【男女共同参画社会の実現（あらゆる分野への男女共同参画の推進）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：人権推進課 94 90 90

進捗状況

決算見込み

担当課：人権推進課 107 100 100

【男女共同参画社会の実現（男女が共に自立した生き方を支える福祉の充実と健康の増進）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：人権推進課 207 200 200

【地域のまちづくりの推進（コミュニティ活動の推進）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：市民活動推進課 4,340 4,340 4,340

計画どおり

207

地区自治振興会の機能の強化を図
るため、活動支援助成を行うとと
もに、自治振興会と協働してコ
ミュニティ活動の活発化を図り、
まちづくりを推進した。

計画どおり

4,340

計画どおり

22

男女共生セミナーを9/9・16に2
回開催し、男女共生についての理
解と認識を深め、共に男女共同参
画社会実現に向け開催した。

計画どおり

107

男女共同参画リーダー養成講座を
1/24・31に2回開催し、男女共
同参画社会実現に向けて活動を推
進するリーダーを養成するため開
催した。

女性であるがゆえの差別や人権侵
害、さらに自己の能力を十分発揮
できない環境で苦しむ女性のため
に、月1回（平成18年度は12回
+1回）第2水曜日13:00～16:00
まで本庁1階相談室でカウンセリン
グを実施した。

地区自治振興会の機能の強化を図るため、
活動支援助成を行うとともに、自治振興会
と協働してコミュニティ活動の活発化を図
り、まちづくりを推進する。

継続

継続

事　務　事　業　名 事　業　概　要

継続

現在の女性と男性を取り巻く諸問題をはじ
め、女性問題や男性問題について幅広い角
度から学習することにより、男女共生につ
いての理解と認識を深め、共に男女共同参
画社会実現を目指すことを目的に開催す
る。

事　業　概　要

男女共同参画社会の実現に向けて活動を推
進するリーダーを養成するために開催す
る。

男女共同参画リーダー養
成講座開催事業

コミュニティ活動活性化
事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

男女共同参画社会実現のため、女性に対す
る偏見や差別意識、人権侵害により苦しむ
女性を擁護・救済することを目的に実施す
る。

男女共生セミナー開催事
業

事　務　事　業　名

継続

女性相談事業

重2-4
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第2章 第１節　ともに支え合う地域社会づくり

【地域のまちづくりの推進（コミュニティ活動の推進）　続き】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：市民活動推進課 5,000 5,000 5,000

【地域のまちづくりの推進（地域づくり活動の支援）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：市民活動推進課 732 730 730

【ボランティア・ＮＰＯ法人の活動促進（ＮＰＯ法人の活動促進）】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：市民活動推進課 1,507 1,500 1,500

計画どおり

1,439

計画どおり

5,000

市民自らの手による独自の地域づ
くりに取り組む9地区の自治振興会
に対し支援した。

計画どおり

732

継続

地域の伝承文化の継承、地域コ
ミュニティの活性化を図ることを
目的に、(財)自治総合センターの助
成事業を活用して、市内の2団体に
対し助成した。

市民活動専任指導員によるＮＰＯ
に関する相談事業を実施するほ
か、情報機関紙発行の充実や交流
研修会の開催等によりネットワー
ク化を推進するなど社会貢献活動
を支援した。

継続

地区自治振興会を単位として、市民自らの
手による独自の地域づくりを支援する。

継続

住民が自主的に行うコミュニティ活動の促
進を図り、地域の伝承文化を次世代に伝え
るとともに、地域の連帯感に基づく自治意
識を盛り上げることを目的に、コミュニ
ティ団体に対し助成する。

コミュニティ助成事業

鳴門市社会貢献活動の促進に関する条例に
則し、活動団体に情報提供や活動の場を確
保し、ネットワーク化を促進する。また、
活動団体相互の連携、行政との協働を図
る。

市民活動支援センター事
業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名 事　業　概　要

地域づくり支援事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

重2-4

重2-4

重2-5
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第2章 第2節　すくすく育つ生きがいのある福祉のまちづくり

第２節　すくすく育つ生きがいのある福祉のまちづくり

社会福祉

子どものまち
低所得者福祉の充実

子育て支援及び生活の場の整備

地域福祉活動の推進

生きがいと健康づくりの推進

人にやさしいまちづくりの推進
地域福祉計画の策定

【施策】【政策】 【基本事業】

地域福祉の総合的推進 地域福祉意識の高揚

高齢者福祉の推進

高齢者用施設の充実

保育所の充実
子育て家庭への支援

障害者福祉の推進

生活環境の整備

児童福祉の推進

社会参加の促進
福祉サービスの充実

児童の健全育成

介護サービスの充実

母子寡婦父子福祉の推進

相談・指導体制の充実
経済的自立の支援

子どもが自ら学び、考え、行動するまちづ
くり

生活の安定と向上

子どもが主役のまちづくりの推進

次世代育成支援の推進

要保護児童への支援

居住環境の向上

低所得者福祉の推進

子どもがすくすく育つまちづくり

す
く
す
く
育
つ
生
き
が
い
の
あ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
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第2章 第2節　すくすく育つ生きがいのある福祉のまちづくり

【地域福祉の総合的推進（地域福祉計画の策定）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：高齢障害福祉課 1,750

【高齢者福祉の推進（生きがいと健康づくりの推進）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：高齢障害福祉課 1,018 1,010 1,010

【障害者福祉の推進】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：高齢障害福祉課 2,700

鳴門市障害者福祉計画策定委員会
を5回開催し、障害者計画・障害福
祉計画を策定した。

完了･終了

2,267

敬老の日につどい（金婚・ダイヤ
モンド婚の該当者に記念品贈呈、
優秀敬老作文の表彰と朗読発表、
芸能大会）を開催するとともに、
つどいに関する意向調査を実施し
た。

計画どおり

970

（「障害者計画・障害福祉計画」
のサービスプラン等を考慮して策
定することとした。）

ノーマライゼーションの理念に基づき、本
市における障害者の自立と社会参加の促進
を図る「障害者計画及び障害福祉計画」を
策定する。

実施

実施

事　務　事　業　名 事　業　概　要

敬老の日のつどい開催事
業

すべての市民が住み慣れた地域で、安心し
て自立した生活を送れるよう、地域社会の
様々な力を活用しながら、福祉サービスを
総合的に提供する仕組みを作り上げるた
め、「地域福祉計画」を策定する。

障害者計画及び障害福祉
計画策定事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

長寿を祝うとともに、高齢者の社会参加の
促進や生きがいづくりを目的に「敬老の日
のつどい」を開催する。

継続

地域福祉計画策定事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

新
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【障害者福祉の推進（社会参加の促進）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：高齢障害福祉課 2,780 2,780 2,780

【児童福祉の推進（児童の健全育成）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：児童福祉課 48,499 41,550 41,550

【児童福祉の推進（保育所の充実）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：児童福祉課 84 － －

進捗状況

決算見込み

担当課：児童福祉課 80 80 80

市内公私立保育所より１５名の保
育士が参加し、年間6回実施した。
課題とする4つのテーマに沿ってグ
ループ研修に取り組むとともに、
この成果を冊子としてまとめた。

計画どおり

80

2保育所(木津・堀江)が民間移管とな
り、5月に三者協議会（事業者・保護
者・行政）を開催し、保育内容等につ
いて確認した。平成19年度2保育所の
民間移管に向けて、三者協議会を4回
開催するとともに、環境整備を実施し
た。

計画どおり

84

学校の余裕教室や児童館等におい
て、小学校児童（1年生～6年生）
を対象に事業を実施した。登録児
童数は毎年増加している。

平成18年度内に1箇所が開設する
予定であったが、準備の遅れか
ら、平成19年4月よりの事業実施
となった。

未達成

49,201

障害者の社会参加を促進するた
め、手話通訳者設置事業、手話通
訳者・手話奉仕員派遣事業を実施
した。

計画どおり

2,396

実施 継続

継続

事　務　事　業　名

保育サービスの充実や効率的な行政運営を
進める観点から、保育所の民間移管や統廃
合を行い、公立保育所を再編する。（平成
18年度に2保育所、平成19年度に2保育
所を民間移管予定）

継続

実施

事　業　概　要

事　務　事　業　名 事　業　概　要

コミュニケーション支援
事業

継続

聴覚障害者（児）一人ひとりに応じた情報
やコミュニケーションを確保するため、手
話通訳者による、コミュニケーション支
援、情報提供支援、相談及び生活支援等を
行う。

事　務　事　業　名 事　業　概　要

仕事等で昼間保護者のいない小学校低学年
児童を対象に、市内11か所の児童クラブ
により、学校の余裕教室や児童館等におい
て実施されている放課後健全育成事業を支
援する。（平成18年度から12か所の予
定）

放課後児童健全育成事業

公立保育所再編事業

保育サービスの質の向上を図ることを目的
として、公立・市立保育所の保育士等を対
象に必要な知識の習得や資質の向上を図る
ための研修を実施する。

保育士リーダー養成講座
開催事業

新

重2-3

重1-2
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【児童福祉の推進（子育て家庭への支援）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：児童福祉課 9,632 9,630 9,630

【子どもが主役のまちづくりの推進（子どもが自ら学び、考え、行動するまちづくり）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：企画調整課（旧企画情報課） 150 150 150

進捗状況

決算見込み

担当課：文化交流推進課 128 120 120

【子どもが主役のまちづくりの推進（子どもがすくすく育つまちづくり）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：文化交流推進課 810 810 810

映画「バルトの楽園」のロケ村や
周辺の鳴門の海の自然環境を考え
るために徳島県立水産研究所鳴門
庁舎などを見学した。子どものま
ちづくりに子どもたちの意見を反
映させるためアンケートを実施し
た。

計画どおり

114

本事業を啓発するとともに利用者
増を図るため、年４回のN*CAP参
加者が利用したほか、「子どもの
まちフェスティバル」には会場ま
で市バスの臨時便を運行した。平
成18年度1,391名が利用した。

計画どおり

810

平成19年度版のびのびパスポート
（小学生用3600部、中学生用
1800部）を作成した。※平成19
年4月に全小中学生に配布した。

計画どおり

43

広報なると等で会員募集を行い、
平成17年度末に93人であった会
員数が、平成18年度末には156人
と着実に増加している。それに伴
い活動件数も202件から820件へ
と大幅に増加した。

計画どおり

9,632

子どもホリデーフリーバ
ス事業

継続

小学生を対象にして、学校が休みの日に市
営バスを利用して市内を自由に散策し、
様々な体験活動を通じて、自主性・積極性
が育つよう、側面から支援する。

子どもたちの健全育成と教育環境の充実の
ため、神戸市及び神戸隣接6市2町、淡路
島3市1町、鳴門市、徳島市の広域事業と
して、小中学生を対象に地域内にある教育
関係施設等を無料で開放する「のびのびパ
スポート」を発行する。

のびのびパスポート事業

継続

市内の自然・文化・歴史の関係施設見学等
を通じて、鳴門市を再認識してもらうとと
もに、子どもの意見等を行政に反映し、子
どものまちづくりの推進を図る。

なると再発見子どもバス
事業

継続

事　務　事　業　名

ファミリーサポートセン
ター事業

継続

ファミリーサポートセンターを通して、地
域の子育て相互援助活動を支援する。

事　業　概　要

事　業　概　要事　務　事　業　名

事　務　事　業　名 事　業　概　要

重1-1

重1-2

重1-2

重1-2
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【子どもが主役のまちづくりの推進（子どもがすくすく育つまちづくり）　続き】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：文化交流推進課 56 130 130

進捗状況

決算見込み

担当課：公園整備事務所 2,315 2,310 3,360
2,972

子どものまちづくり市民のつどいとし
て「宝くじふるさとワクワクシアター
in鳴門」を開催した。また子どものま
ちづくり推進協議会主催の「第4回子
どものまちフェスティバル」は市民延
べ7,000人が参加した。

計画どおり

138

U-10フットサル交流大会・児童画
コンクール・ウチノ海総合公園鳴
門のまつり・子どもフェスティバ
ル・季節イベントを実施した。

計画どおり体験学習や親子・友だち同士で気軽に参加
できるふれあいイベント、軽スポーツイベ
ントなどの活用を推進する。

鳴門ウチノ海総合公園活
用推進事業

継続

事　務　事　業　名

子どものまちづくり推進
事業

子どものまち宣言の趣旨に沿い、「地域で
子どもを育てる」という視点に立つまちづ
くりを目指して、市民みんなが「子どもの
まちづくり」について考える機会をつく
る。

継続

事　業　概　要

重1-2

重1-3･4-6
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第３節　いきいきと暮らせる健康づくり

保健・医療

社会保障

【健康・医療対策の推進（「健康なると21」の策定及び推進）】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：健康企画室 80 80 80

進捗状況

決算見込み

担当課：健康企画室 180 180 180

親子体操教室を6回開催
※参加者　親子20組

計画どおり

79

食のネットワーク会議を2回、実務
担当者会を6回、夏休み親子ヘル
シークッキングを2回、出前講座を
5回開催し、食ネット通信を2回発
行した。

計画どおり

82
実施 継続

親子で体を動かすことの楽しさや大切さを
学んで、生活習慣病の要因である肥満を幼
児期から予防するため、親子体操教室を開
催する。

実施 継続

教育・福祉・保健の関係機関が連携する
「食のネットワーク会議」を活用し、市民
の健康増進や生活習慣病予防のため、乳幼
児期から適正な生活習慣を 身につけること
ができるよう、「食」を通じて健康づくり
を支援する。

食ネットワーク事業

親子体操教室開催事業

【政策】 【基本事業】

事　務　事　業　名 事　業　概　要

健康・医療対策の推進

加入勧奨

「健康なると21」の策定及び推進

健全財政の確立

健康意識の高揚と保健予防活動の充実

年金相談の充実

【施策】

健康相談機能の充実
医療の充実

国民健康保険の推進

国民年金制度の推進

医療費適正化の推進
保健事業の拡充

地域で支えあう体制づくり
安心できる介護支援づくり介護保険制度の円滑な実施

医療保険制度の改正

生きがい・健康づくり
制度に対する理解度向上

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
健
康
づ
く
り

新

新 重2-1

重2-1
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【健康・医療対策の推進（「健康なると21」の策定及び推進）　続き】 （単位：千円） （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：健康企画室 210

【健康・医療対策の推進（健康意識の高揚と保健予防活動の充実）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：健康企画室 560 560 560

【健康・医療対策の推進（健康相談機能の充実）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：健康企画室 143 140 140

2,000部作成配布

完了･終了

199

開所日数　247日
利用延べ人員　3,314名

計画どおり

143

対象者431名　受診者217名

計画どおり

327

継続

広く市民の健康についての相談窓口として
常設し、乳幼児から高齢者までの健康や食
事に対する悩み相談を受け、市民の健康増
進に努める。

実施

虫歯予防の意識付けのため、1歳6か月期
での歯科検診後に、希望幼児に対しフッ化
物の塗布を行う。

継続

事　務　事　業　名

事　務　事　業　名

のびのび遊ぼうマップ作
成事業

フッ化物塗布推進事業

事　務　事　業　名

事　業　概　要

お元気 SUN ROOM 運
営事業

事　業　概　要

生活習慣病の要因である肥満を幼児期から
予防するため、親子で運動をする場や交流
の場、さらに医療機関などを含め健康に関
する情報提供等を分かりやすくまとめた
マップを作成する。

事　業　概　要

新 重2-1

重2-2
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【国民健康保険の推進（健全財政の確立）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：保険課 14,458 10,000 10,000

嘱託収納員により臨戸徴収に取り
組んだ。また、滞納システムに短
期・資格者証該当者の抽出管理機
能の追加を行い、より詳細な対応
ができるよう努めた。

計画どおり

13,125

保険料収納率の向上のため、嘱託収納員に
よる定期的な臨戸徴収などさまざまな対策
を進める。

継続

国民健康保険料収納率向
上特別対策事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要
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第3章 第1節　循環型の地域環境づくり

第３章　安全と安心に包まれた快適な環境のまちづくり
第１節　循環型の地域環境づくり

環境

環境衛生

【自然環境の保全と環境整備（環境づくりに向けた推進システムの構築）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：環境政策課・学校教育課 － － －

認定スクールの実施に向けた具体
的取り組みの協議を継続して教育
委員会と行った。

教育委員会との協議のなかで、今
後も実施方法等について継続した
協議が必要である。

未達成

－

市内の小中学校を対象に、環境にやさしい
学校づくりに向けたシステムを構築してい
る学校を「なると環境スクール」として認
定し、子どもたちの環境教育を進め、自然
環境やごみ問題等について正しく理解し、
高い環境意識を持つ人材の育成を図る。

事　業　概　要

合併処理浄化槽の設置促進
浄化槽の適正管理
し尿収集業務の見直し

し尿の適正な処理の推進による良好な
水環境づくり

「なると環境スクール」
認定事業

検討協議

事　務　事　業　名

【政策】 【基本事業】

自然と共生できる循環型社会づくりの
推進

クリーンセンターの建設促進
適正処理の推進

環境づくりに向けた推進システムの構築
生存基盤としての自然の保全と活用

循環型社会形成への取り組み

持続可能で環境にやさしいまちづくりの推
進

最終処分場の確保

し尿処理施設の適正管理

【施策】

自然環境の保全と環境整備
循
環
型
の
地
域
環
境
づ
く
り
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第3章 第1節　循環型の地域環境づくり

【自然環境の保全と環境整備（持続可能で環境にやさしいまちづくりの推進）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：環境政策課 2,900 50,000 －

【自然と共生できる循環型社会づくりの推進（循環型社会形成への取り組み）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：廃棄物対策課（旧環境政策課） 8,103 8,180 8,100

進捗状況

決算見込み

担当課：廃棄物対策課（旧環境政策課） 36,931 36,930 36,930

進捗状況

決算見込み

担当課：廃棄物対策課（旧環境政策課） 4,871 4,870 4,870

進捗状況

決算見込み

担当課：廃棄物対策課（旧環境政策課） 39,372 39,370 39,370

平成18年度より、発注方法を見直
し、指定ごみ袋製造及び納入委託
にかかる費用の削減に努めた。

計画どおり

33,911

家庭での生ごみ処理を推進するた
め、電気式生ごみ処理機47機、コ
ンポスト58器、ＥＭ密閉容器237
器の設置支援を行った。

計画どおり

2,711

計画どおり

8,082

回収量
可燃系（紙類）　3,462ｔ
不燃系　　　　　　362ｔ
合　計　　　　　3,824ｔ
平成18年度より、新たに雑がみを
対象に追加した。

計画どおり

33,077

これまでに聴取したの意見をもと
に、フクロウと子どもたちの森整
備基本計画を策定した。

計画どおり

2,415

市内各地区に廃棄物減量等推進員
を配置し、市民の分別指導、啓発
を行なった。また、廃棄物減量等
推進員会議を3回開催し、推進員を
通じて地域におけるごみ減量、リ
サイクルをお願いした。

指定ごみ袋制度によって、排出者が排出量
に応じた費用を負担することにより、公平
性を図るとともに、ごみ減量の意識、ごみ
分別の意識を高める。

継続

計画設計 実施

継続

報奨金制度を有効的に活用し、資源ごみの
回収を促進する。

継続

継続

瀬戸町浦代の森を人と自然の共生空間とし
て、クリーンセンター施設及びその周辺で
子どもたちや市民が憩える場づくりを進め
る。

「フクロウと子どもたち
の森」づくり推進事業

廃棄物減量等推進員を配置し、地域におけ
るごみ減量を推進する。分別収集対策事業

指定ごみ袋事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名 事　業　概　要

生ごみ処理機等の設置支援を行うことに
よって、家庭での生ごみ処理を推進し、生
ごみの減量を図る。生ごみ減量対策事業

資源ごみ対策事業

重1-3
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第3章 第1節　循環型の地域環境づくり

【自然と共生できる循環型社会づくりの推進（循環型社会形成への取り組み）　続き】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：廃棄物対策課（旧環境政策課） 940 940 940

進捗状況

決算見込み

担当課：廃棄物対策課（旧環境政策課） 541 1,650 1,650

【自然と共生できる循環型社会づくりの推進（適正処理の推進）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：廃棄物対策課（旧環境政策課） 286 280 280

【自然と共生できる循環型社会づくりの推進（クリーンセンターの建設促進）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

『1,180,986』 『1,180,986』

担当課：クリーンセンター建設推進局 391,967 1,630,600 486,164

<平成17年度からの繰り越し分>
新ごみ焼却施設に係るプラント機器の
工場製作や造成工事、進入路工事等を
実施した。
<平成18年度分及び前倒し分>
プラント機器の工場製作(前倒し分含
む)や建物本体の基礎工事等を実施し
た。

前倒し実施

平成18年度は北灘地区と鳴門西地
区に設置。不法投棄物の除去、及
び監視活動を実施。

計画どおり

530

登録世帯数・登録店舗数を増やす
ように努め、エコファミリー登録
世帯数が458世帯、エコショップ
登録店舗数が6店舗となった。

計画どおり

344

小学4年生を対象に社会科副読本の
配布とポスターコンクールを実
施。広報別冊「市民とごみ」を全
戸配布した。

計画どおり

788

継続

廃棄物の不適正処理の発見、未然防止のた
め、地域住民による監視体制を組織化し、
不適正処理の監視、行為者及び状況の情報
収集を行う。

不法投棄監視市民パト
ロールモデル地域事業

継続

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名 事　業　概　要

ポスターコンクールの開催、ＰＲ誌の作成
等によりごみ減量の啓発を図る。ごみ減量啓発事業

鳴門エコライフ制度事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

クリーンセンター建設事
業

周辺環境への十分な配慮と、地域住民の理
解や関係機関等の協力を得ながら、最終発
生物もリサイクル可能となる循環型社会に
適応した新ごみ焼却施設の整備を図る。

継続

鳴門市版環境家計簿を作成し、各家庭にお
けるごみ量、エネルギー消費に伴うＣＯ２
排出量の現状を把握してもらうとともに、
目標を設定して減量への取り組みを促進す
る。

実施 継続

新

重3-3
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第3章 第1節　循環型の地域環境づくり

【自然と共生できる循環型社会づくりの推進（クリーンセンターの建設促進）続き】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：クリーンセンター建設推進局 133,000 926,100

【自然と共生できる循環型社会づくりの推進（最終処分場の確保）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：環境政策課 70

【し尿の適正な処理の推進による良好な水環境づくり（合併処理浄化槽の設置促進）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

『8,706』 『8,706』

担当課：環境政策課 24,999 24,900 24,900 16,531

補助基数
5人槽　　　62基（14基）
6～7人槽　76基（28基）
8～10人槽　6基（2基）
計144基（44基）
※｢( )｣内の数値は、うち平成17年度からの
繰越分の数

工事の工期が延び、平成18年度内
に設置を完了できなかった浄化槽
があるため。（5人槽19基、6～7
人槽26基、8～10人槽5基、計
50基）

未達成

周辺対策にかかる負担金の清算が
終了。徳島東部臨海処分場対策協
議会が解散された。

完了･終了

0

リサイクルプラザ施設に係るプラ
ント機器の工場製作及び建物本体
の基礎工事等を実施した。

前倒し実施

242,200

河川・排水路の水質汚濁防止のため、合併
処理浄化槽の整備を計画的に推進する。合併処理浄化槽設置整備

事業 継続

継続

不燃ごみ等の最終処分場を確保するため、
松茂町沖の徳島東部臨海処分場の整備を促
進する。

継続

周辺環境への十分な配慮と、地域住民の理
解や関係機関等の協力を得ながら、リサイ
クルプラザの整備を図る。

リサイクルプラザ整備事
業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名 事　業　概　要

徳島東部臨海処分場対策
参画事業

重3-1
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第3章 第2節　いのちを大切にする地域づくり

第２節　いのちを大切にする地域づくり

消防

救急

危機管理・防災

【消防体制の充実（消防力の強化）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：消防総務課 237 730 230

進捗状況

決算見込み

担当課：消防総務課 11,700 11,700 11,700

進捗状況

決算見込み

担当課：警防課 － 27,500 －

更新時期を延伸したため。

未着手

－

計画どおり

1,185

老朽化した消防団の小型ポンプ積
載車及び小型ポンプをそれぞれ３
台更新した。

計画どおり

11,700

各種訓練・イベント等に積極的に
参加し、市民の防火・防災の普及
啓発を行った。

継続

東南海・南海地震の際、同時多発火災の発
生が想定されることから消防団に配備して
いる設備を定期的に更新し、地域の消防力
を強化する。

消防団ポンプ積載車・小
型動力ポンプ整備事業

実施 継続

女性消防団を活用し、独居老人宅の防火診
断、各自治会等での初期消火訓練指導など
を通じ市民への防火意識の高揚・啓発に努
める。

鳴門市消防団女性消防分
団活動強化事業

継続

事　務　事　業　名 事　業　概　要

火災・救急救助活動を行うため、本部と大
麻分署に配備している救急車、消防ポンプ
車等を順次更新する。消防緊急車両整備事業

【施策】【政策】 【基本事業】

危機管理・防災体制の強化

消防広域化推進計画の策定

防災施設の整備・充実

消防体制の充実

救急救助・医療体制の充実

救急技術の普及活動の充実

災害に強いまちづくりの推進

救急医療体制の充実

予防対策の推進
消防力の強化

救急体制の充実

危機管理・防災意識の高揚

い
の
ち
を
大
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に
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第3章 第2節　いのちを大切にする地域づくり

【消防体制の充実（消防力の強化）　続き】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：警防課 － － －

【消防体制の充実（消防広域化推進計画の策定）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：消防総務課 3,300 － －

【救急救助・医療体制の充実（救急体制の充実）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：警防課 2,869 5,730 5,730

計画どおり

2,993

救急救命士１名養成

計画どおり

2,447

調査研究中

未着手

－

消防力最適配置調査を実施し、消
防広域化推進に向け研究を行っ
た。

救急患者の救命率の向上と救急医療の高度
化を推進するため、救急救命士を計画的に
養成する。救急救命士養成事業

継続

東南海・南海地震をはじめとする新たな消
防需要に対応するとともに、消防事業の効
率化・広域化を進めるため、鳴門市消防広
域化推進計画を策定する。本年度は計画策
定の基礎となる消防力最適配置調査を実施
する。

消防広域化推進計画策定
事業

調査・研究

迅速で正確な救急救助活動を行うため、消
防通信指令システムの再整備を検討する。

継続

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名 事　業　概　要

高機能消防指令センター
総合整備事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

重8-7
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第3章 第2節　いのちを大切にする地域づくり

【救急救助・医療体制の充実（救急医療体制の充実）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：教育総務課 454 450 450

【災害に強いまちづくりの推進（危機管理・防災意識の高揚）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：防災安全課 625 3,750 3,750

進捗状況

決算見込み

担当課：土木課 5,500 8,500 8,500

【災害に強いまちづくりの推進（危機管理・防災体制の強化）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：秘書広報課 4,573 4,500 4,500

　文字と音声のみによる放送に加
え、平成18年3月からは国土交通
省設置の旧吉野川河口定点カメラ
の映像を無線によって受信できる
ようになった。（平成18年9月17
日台風13号接近時に利用）

計画どおり

4,573

完了･終了

356

計画どおり

8,500

災害時に要援護者となりうる外国
人を対象に、国際防災アカデミー
を開催した。女性学級等の行う講
習会に講師として参加するなど、
啓発普及に努めた。講習会等に配
布する資料（ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ）を購入
し、配布した。

計画どおり

1,808

市内各中学校にＡＥＤ（自動体外
式除細動器）を配備した。

大浦地区急傾斜崩壊対策工事
L=28.0ｍ
小海地区急傾斜崩壊対策工事
L=11.5ｍ継続

平成16年度に整備したＣＡＴＶへの災害
情報提供システムを充実するため、関係機
関が設置している定点カメラなどの映像も
災害情報として提供する。

継続

土砂災害が発生するおそれのある危険な箇
所について、緊急性の高いものから対策工
事を順次行う。

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名

継続

実施 継続

保健体育やスポーツ活動における生徒の事
故、及び学校行事等における保護者や地域
住民の事故等に備えるため、心停止の救命
措置としてAED（自動体外式除細動器）を
市内各中学校に配備する。

ＡＥＤ（自動体外式除細
動器）整備事業

事　業　概　要

急傾斜地崩壊対策事業

ＣＡＴＶ災害情報提供シ
ステム整備事業

東南海・南海地震や台風などによる風水害
に関する普及啓発活動を行うとともに、各
種ハザードマップを作成し、地震や風水害
時の防災活動や地震発生時の対応について
周知徹底を図る。

地震等災害対策普及啓発
事業

新

重8-1

重8-6

重7-2･8-3
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第3章 第2節　いのちを大切にする地域づくり

【災害に強いまちづくりの推進（危機管理・防災体制の強化）　続き】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：防災安全課・警防課 1,496 2,880 2,000

進捗状況

決算見込み

担当課：防災安全課 －

進捗状況

決算見込み

担当課：防災安全課 5,600 2,300

進捗状況

決算見込み

担当課：防災安全課 2,730

進捗状況

決算見込み

担当課：警防課 50 100 100

近畿ブロック緊急消防援助隊合同
訓練

計画どおり

20

計画どおり

7,101

鳴門市国民保護協議会において承
認を受け、後日、徳島県知事にも
同意を得、「鳴門市国民保護計
画」を策定した。

完了･終了

2,394

計画どおり

1,473

「鳴門市危機管理指針」に基づ
き、各課へマニュアルを作成する
よう周知した。

各課で危機管理マニュアルを作成
し、最善のマニュアルができるよ
う共に検討していくため、平成20
年度まで延長して行っていく。

未達成

－

自主防災会に対し、活動を支援す
るため補助金を交付した。また、
自主防災会未結成地区における研
修会等を行った。

徳島大学と共同研究を行い、数値
情報の分析を進めた。また、洪水
ハザードマップと津波ハザード
マップの原案を作成した。

広域応援協定に基づく防災訓練に参加し、
災害発生に備え相互応援体制を強化する。広域応援体制整備・強化

事業

継続

国の策定した国民保護法、県の策定した国
民保護計画を受けて、住民の避難、安否情
報や救援等の具体的な方法を盛り込んだ
「国民保護計画」を策定する。

鳴門市国民保護計画策定
事業

実施

全庁的・総合的な危機管理防災体制の確立
に向け、東南海・南海地震や風水害などの
大規模災害に対する計画の策定や危機管理
マニュアルを整備する。

危機管理･防災マニュアル
整備事業

継続

徳島大学との共同研究により鳴門市地域防
災計画を見直し実践的な防災対策を推進す
るとともに、各種ハザードマップの原案を
作成する。

地域防災対策徳島大学連
携事業

継続

継続

大規模災害発生時に、地域の救助活動や避
難誘導等の初期防災活動を行い、被害を少
なく抑えるために、市民の危機意識の向上
を図りながら、自主防災組織の結成促進を
図り、結成後の活動を支援し、防災訓練を
行う。

自主防災組織結成・活動
促進事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

新 重8-2

重8-1

重8-2

重8-2

重8-4
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【災害に強いまちづくりの推進（防災施設の整備・充実）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：防災安全課・その他関係課 1,100 1,330 1,330

【災害に強いまちづくりの推進（防災施設の整備・充実）続き】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：防災安全課・その他関係課 － － －

進捗状況

決算見込み

担当課：土木課 31,000 50,000

進捗状況

決算見込み

担当課：消防総務課 22,571

進捗状況

決算見込み

担当課：競艇管理課 － － －

耐震予備診断で一部耐震補強の必
要性などを指摘されており、特に
早期対応が必要とされた部分につ
いて対策を検討した。

施設全体が老朽化していることか
ら、全体的な改良や施設を維持し
ていくための方法を検討している
が、厳しい経営状況下で結論を導
き出せていない。

未達成

－

小森分団詰所の移転新築を行っ
た。

完了･終了

18,333

大代谷橋耐震設計業務
　業務延長L=38.9m
大代谷橋耐震工事
　施工延長L=38.9m

計画どおり

13,000

庁内における大地震等の災害を軽
減するため、各課におけるロッ
カー等の固定を周知・徹底した。

計画どおり

－

備蓄食糧（アルファ米）を購入
し、木津・川東・中央の各支部へ
配布し、本部用に粉ミルクを購入
した。

計画どおり

654

検討

狭小で老朽化している小森分団詰所につい
て、耐震性を有する新たな詰所として新築
移転する。消防団拠点施設整備事業

実施

近い将来発生すると予想される東南海・南
海地震に対応すべく広域避難場所への避難
路に架かる３橋（城見橋・大代谷橋・木津
神橋）の耐震補強を行う。

道路橋梁耐震化事業

継続

東南海・南海地震に備え、防災拠点施設と
なる公共施設について、緊急に整備すべき
施設から年次的、計画的に耐震化を進め
る。

公共施設等耐震化事業

継続

東南海・南海地震や台風などによる風水害
に備え、災害緊急対策として必要な資機材
の整備充実を図るとともに、市民が避難所
で安心できるよう施設の環境等の整備を推
進する。

災害緊急整備事業（5ヵ
年）

継続

事　業　概　要

事　務　事　業　名

競艇場施設の耐震予備診断結果等により必
要とされる施設の改良や耐震化の検討を進
める。競艇場施設耐震化事業

事　業　概　要

事　務　事　業　名

新

重8-2

重8-5

重8-5

重8-5

重8-5
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第3章 第3節　安心に包まれた暮らしづくり

第３節　安心に包まれた暮らしづくり

交通安全

防犯

消費生活

火葬場

墓地

【交通安全対策の充実（交通環境の整備）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：防災安全課 5,700 5,700

実施 継続

JR四国が行った踏切保安設備整備
事業（町南第1踏切1種化工事）に
対し、踏切保安設備整備事業補助
金交付要綱に基づき補助金を交付
した。

事　務　事　業　名 事　業　概　要

交通事故の防止及び交通の円滑化を図るた
め、ＪＲ四国が行う踏切保安設備が整備さ
れていない踏切の改良に対し支援する。踏切保安設備整備事業

交通環境の整備

消費者保護の推進
消費者への啓発の推進

火葬場施設の整備

市有墓地の管理

交通事故被害者の救済

業務運営の改善と来所者サービスの向上

市有墓地の適切な管理

犯罪のない安全なまちづくりの推進

消費者の自立と保護

火葬場の適切な運営

環境問題への意識高揚

防犯対策の推進

消費生活センターの充実

交通安全対策の充実

【施策】【政策】 【基本事業】

交通安全意識の高揚

計画どおり

5,319

安
心
に
包
ま
れ
た
暮
ら
し
づ
く
り

新
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第3章 第3節　安心に包まれた暮らしづくり

【犯罪のない安全なまちづくりの推進（防犯対策の推進）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：防災安全課 315 310 310

【火葬場の適切な運営（火葬場施設の整備）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：衛生センター 85,107 219,300

事　業　概　要事　務　事　業　名

事　務　事　業　名

未達成

計画どおり

0

関係機関との協議に不測に日数を
要したため、工事開始が遅れ、年
度内の完成に至らず、一部を平成
19年度に繰り越した。

34,603
継続

FM徳島から市内の小学1年生に対
し、防犯ブザーが寄贈されたた
め、市として配布は行わなかっ
た。実施 継続

実施設計（耐震設計含）を行い、
解体工事に着手した。また、仮設
施設の供用を開始した。

火葬場改修整備事業

防犯ブザー配布事業

事　業　概　要

児童犯罪への対策として有効とされる防犯
ブザーを市内小学生に配布する。

老朽化した火葬炉の更新、耐震整備を行う
とともに市民サービスの向上を図る。

重3-6

新
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第4章 第1節　たくましい個性あふれるひとづくり

第４章　郷土を愛し思いやりに満ちた次代を担うひとづくり
第１節　たくましい個性あふれるひとづくり

学校教育

大学連携

生涯学習

図書館

スポーツ・レクリエーション

【政策】 【基本事業】

スポーツ施設の整備
スポーツ活動の推進

教育環境の充実

地域社会における連携

学習活動の推進
公民館活動の推進

【施策】

教育内容の充実

幼稚園教育の充実

義務教育の充実

高等学校教育の充実

教育内容の充実

教育内容の充実

子育て支援の充実
地域・校種間の連携の強化
教員の資質向上と適正な教員数の配置

二学期制の導入

教育環境の充実

学校教育における連携

図書館活動の推進

生涯学習の推進と青少年の健全育成

青少年健全育成の推進

教育環境の整備

二学期制の導入
幼稚園の再配置

大学連携の推進

開かれた学校づくり
学校給食の充実

生涯スポーツの振興

市民参加の図書館運営の推進

た
く
ま
し
い
個
性
あ
ふ
れ
る
ひ
と
づ
く
り
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第4章 第1節　たくましい個性あふれるひとづくり

（単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：教育振興室 1,150 400

【幼稚園教育の充実（教育環境の充実）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：教育研究所 3,276 1,600 1,600

【幼稚園教育の充実（子育て支援の充実）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：学校教育課 19,890 19,890 19,890

午後保育（預かり保育）
事業

事　務　事　業　名

事　務　事　業　名

事　務　事　業　名

事　業　概　要

事　業　概　要

幼稚園での教育終了後、家庭での保育が困
難な園児を対象に、幼稚園施設を開放して
実施されている午後保育（預かり保育）事
業を支援する。

事　業　概　要

市内全幼稚園に対して、CATV回線による
インターネット接続環境を構築し、周辺機
器及び周辺機器を活かすソフトウェアを導
入する。

幼稚園教育用コンピュー
タネットワーク整備事業

実施 継続

本市の教育を見直し、新しい時代にふさわ
しい教育のあり方を構築するため、鳴門市
教育振興計画を策定する。教育振興計画策定事業

継続

計画どおり

832

市内全幼稚園にＣＡＴＶ回線によ
るインターネット接続環境を整備
し、カラープリンタ及びホーム
ページ作成用のソフトを導入し
た。

完了･終了

3,016

幼稚園での教育終了後、家庭での
保育が困難な園児を対象に、幼稚
園施設を開放して午後保育（預か
り保育）を実施した。

各中学校区での懇談会を開催し、
保護者や地域の方々の意見や提言
を伺い、これらを参考に審議会に
おいて審議を重ね、パブリックコ
メント手続などを経て、基本計画
を策定した。

継続

計画どおり

22,253

新

重6-1

重1-2
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【義務教育の充実（教育環境の整備）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：教育総務課 9,250 9,200 9,200

進捗状況

決算見込み

担当課：教育総務課 2,290 2,400 －

進捗状況

決算見込み

担当課：教育総務課 854 700 －

【義務教育の充実（教育内容の充実）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：教育総務課 276 270 270

進捗状況

決算見込み

担当課：教育研究所 13,178 15,110 17,720

学校防犯施設整備事業

継続

小学校施設耐震化推進事
業

中学校施設耐震化推進事
業

耐震化優先度調査を行い、その結果を踏ま
え平成19年度に策定される教育振興計画
との整合性を図り、鳴門市学校施設耐震化
推進計画を策定し、学校施設の耐震化を継
続的に実施する。

外国青年招致事業（再掲
あり）

国際化社会への対応がますます求められて
いるなか、学校における国際理解教育の充
実を図る。

事　務　事　業　名 事　業　概　要

学校の給食残滓のリサイクルを実施し、学
校から排出される生ごみを減量するととも
に、生ごみの堆肥化を通じ児童生徒の環境
教育を推進する。

学校におけるごみの減
量・リサイクル推進事業

継続

耐震化優先度調査を行い、その結果を踏ま
え平成19年度に策定される教育振興計画
との整合性を図り、鳴門市学校施設耐震化
推進計画を策定し、学校施設の耐震化を継
続的に実施する。

事　務　事　業　名 事　業　概　要

教育現場の実情にあわせ、学校防犯・不審
者対策として、各学校（幼・小・中）に緊
急通報インターホンの設置や門扉・フェン
スの整備を行う。

継続

継続

計画どおり

9,533

小学校校舎7校及び屋内運動場12
校の耐震化優先度調査を実施し
た。小学校施設の優先度調査につ
いては平成18年度で完了。

前倒し実施

4,799

第一小他3校の門及びフェンスの設
置工事をはじめ、撫養幼他2園・2
小学校・1中学校の防犯灯等の設置
工事を実施した。また、緊急通報
インターホンを鳴門東小に設置し
た。

中学校校舎3校及び屋内運動場6校
の耐震化優先度調査を実施した。
中学校施設の優先度調査について
は平成18年度で完了。

前倒し実施

2,342

小・中学校の給食残滓を児童生徒
がＥＭによる生ごみの堆肥化を行
い、学校菜園等に再利用するなど
によって、体験的な環境教育の実
践と食育の推進に効果をあげた。

計画どおり

274

小学校に1名、中・高等学校に2名
の英語指導助手を派遣し、国際理
解教育並びに英語教育の充実に努
めた。

計画どおり

12,857
継続

重6-2
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【義務教育の充実（学校給食の充実）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：教育総務課 － － －

進捗状況

決算見込み

担当課：教育総務課 543 540 540

【高等学校教育の充実（教育内容の充実）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：鳴門工業高校 300 300 300

進捗状況

決算見込み

担当課：教育研究所 13,178 15,110 17,720

事　務　事　業　名 事　業　概　要

豊かな人間性や社会性をはぐくむための体
験学習などを推進する。豊かな体験活動事業

地産地消の観点から、学校教育の教科学習
や調理実習での地場産品の学習をおこなう
とともに、地域の特産物を使った学校給食
の推進を図り、食を通じて地域に根ざした
教育の実践に努める。

地場産品の活用と食育の
推進事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

外国青年招致事業（再掲
あり）

国際化社会への対応がますます求められて
いるなか、学校における国際理解教育の充
実を図る。

児童生徒数の減少、施設の老朽化、衛生管
理の強化などの課題に対応するため、大麻
学校給食センターへの組み入れやドライ運
用の充実を図る。

継続

学校給食のセンター化事
業

継続

継続

継続

計画どおり

－

単独校・給食センターにおいて、給食
の食材購入時に地場産品の活用を指導
するとともに、各学校の栄養士、調理
員を対象に研修会を開催した。また、
市内全幼・小・中学校の学校給食に地
元産米を使った米飯給食を10月から実
施した。

計画どおり

300

平成18年度策定の教育振興計画基本計
画で、市内の学校給食全体の方向性を
明確に位置づけた(①完全学校給食の継
続実施 ②学校給食をセンター調理方式
を基本として推進)。また、自校調理場
の学校給食においては、ウエット方式
からドライ運用に拡大を図った。

計画どおり

543

第1学年では、「類コース制」の特
徴を生かすために、企業・大学な
どで見学・体験活動を実施。第2学
年では、工業高校生としてプレゼ
ンテーション能力・コミュニケー
ション能力の育成を図るため生徒
出前講座の実施。

小学校に1名、中・高等学校に2名
の英語指導助手を派遣し、国際理
解教育並びに英語教育の充実に努
めた。

計画どおり

12,857

重5-5

重6-2
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【大学連携の推進（地域社会における連携）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：文化交流推進課 － － －

【大学連携の推進（学校教育における連携）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：学校教育課 － － －

【生涯学習の推進と青少年の健全育成（学習活動の推進）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：生涯学習課 727 720 720

事　務　事　業　名 事　業　概　要

地域文化財教育活用プロ
ジェクト

インターンシップ事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

鳴門教育大学・大塚国際美術館・本市が連
携し、地域の文化施設を活かした、子ども
に豊かな文化体験学習の機会を提供する。

事　務　事　業　名 事　業　概　要

継続

学習内容の充実や学習方法の改善を図ると
ともに、各種学級の効率的な運営を進め、
自主的かつ主体的な活動を促進する。

計画どおり

－

子ども達が芸術と出会い、発見す
る楽しさを体感することを目的と
して大塚美術館でN*CAPを４回実
施。延べ148人の児童が芸術体験
活動に参加した。

計画どおり

586

鳴門教育大学から依頼された教員
採用試験に合格した学生等を、市
内の幼稚園・小・中学校で受け入
れ、教育実践力の強化を図り、子
ども理解を深めるとともに、教員
としての業務をより円滑に進める
ことができるよう指導をした。

計画どおり

－

地域の女性・高齢者・成人学級は次第
に自主的に運営ができるようになって
きた。特別講座「近所の鳴門学」は地
域を見直すきっかけになり、満足度の
高い講座となった。市内全域を対象と
した「うずしお女性学級」は、さまざ
まなテーマを取り上げた変化に富んだ
講座が開設できた。

教員を志望する大学生及び大学院生を対象
に、教育実践力の向上を促進するため、教
育現場（幼・小・中学校）における研修の
機会を提供する。

継続

各種学級（女性・成人・
高齢者学級）開設事業

継続

重6-8

重6-8

重6-4

50



第4章 第1節　たくましい個性あふれるひとづくり

【生涯学習の推進と青少年の健全育成（公民館活動の推進）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：生涯学習課 22,060 22,060 22,060

【生涯学習の推進と青少年の健全育成（青少年健全育成の推進）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：生涯学習課 (10,298 )

【市民参加の図書館運営の推進（図書館活動の推進）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：生涯学習課・図書館 5,950 5,950 5,950

進捗状況

決算見込み

担当課：生涯学習課・図書館 453 4,520 4,520

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名

事　務　事　業　名

地域のニーズ・実情に添いながら、これま
で以上に地域との協働による公民館運営を
進め、弾力的で独自性を生かした活動を展
開する。

公民館活用推進事業

継続

図書館業務の一部委託等、ＮＰＯ法人との
協働による図書館運営を充実させ、開館時
間延長など利用者へのサービスの向上を図
る。

ＮＰＯ法人との協働によ
る図書館運営事業

継続

国の事業として、鳴門市地域子ども教室実
行委員会を設立し、地域の協力を得て実施
されるさまざまな体験活動などを盛り込ん
だ、子どもの居場所づくりを促進する。

地域子ども教室推進事業

継続

図書資料の完全データベース化を進め、市
内小中学校とのネットワーク活用をさらに
図るとともに、インターネット検索システ
ムの拡充や市域を越えた広域的な図書館運
営の検討を進める。

図書館資料提供サービス
事業

継続

有人(大型)公民館については、自治
振興会に運営の一部を委託して二
年経過し、各地域との協働的公民
館運営が徐々に充実してきてい
る。また、各公民館運営で地域に
沿った独自性もみられるようにな
り、良い方向に進んでいる。

計画どおり

22,400

平成17年度より1教室多い8教室で事
業が実施できた。また、子ども待機ス
ペース交流活動推進事業を2小学校で
実施でき、安全で安心できる子どもの
居場所が確実に広がった。また、地域
で子どもを育てる雰囲気が醸成され
た。

完了･終了

(9,897 )

図書館業務の一部委託において
は、カウンター業務支援をはじめ
月末館内整理等予定どおり実施出
来た。また、ＮＰＯ法人のボラン
ティア活動も充実していた。

計画どおり

5,950

新図書館システムを導入し、自宅
からインターネットや携帯電話で
蔵書検索や予約が可能になった。

完了･終了

613

事　業　概　要

事　業　概　要

重6-4

重1-2

重6-4

重6-4
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【生涯スポーツの振興（スポーツ活動の推進）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 100 100 100

進捗状況

決算見込み

担当課：体育振興室 1,007 1,000 1,000

進捗状況

決算見込み

担当課：体育振興室 1,380 1,380 1,380

進捗状況

決算見込み

担当課：体育振興室 75 50 100

事　業　概　要

徳島ヴォルティスホームタウンの自治体が
連携して、チームへの支援策等を検討しイ
ベントや周知・集客事業を展開する。

徳島ヴォルティスホーム
タウン連携事業

実施 継続

各種体育行事に対する支援を行うことによ
り、児童生徒に競技スポーツを体験する機
会を提供し、学校体育の振興と青少年の健
全育成を図る。

鳴門市体育協会を母体とし、体育・スポー
ツ諸団体の強化及び競技力の向上等を図
る。

生涯スポーツ社会の実現を目指して、誰も
が気軽に参加できる住民主体の総合型地域
スポーツクラブの組織づくりを推進する。

継続

計画どおり

988

徳島ヴォルティスホームタウン協
議会加盟市町と連携し、イベント
出展やＰＲ事業10件及び広報事業
としてＨＰ修正やパンフレット作
成など3件を実施した。

計画どおり

100

平成18年度における体育行事（ス
ポーツ少年団、小・中学校）開催
事業は計画どおり実施するととも
に、各種競技大会等の支援に努め
た。

計画どおり

56

各競技団体において、市民体育
祭、各種競技大会、スポーツ教室
等を積極的に開催し、有能な選手
の発掘、強化育成を図りながら本
市における競技力の向上及び競技
人口の拡大に努めた。

計画どおり

1,380

鳴門市体育指導委員会・ＮＰＯ法人Ｏ
Ｈなると・体育協会関係者等で総合型
地域スポーツクラブ設立を考える会を
結成し、当クラブ設立に向け協議を重
ねた。※平成19年4月、鳴門市総合型
地域スポーツクラブ設立準備委員会を
発足

総合型地域スポーツクラ
ブ設立事業

継続

体育行事支援事業

競技力向上対策支援事業

継続

事　務　事　業　名

新

重6-4

重6-4

重6-4
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第２節　文化にふれあう感性豊かなひとづくり

文化振興

国際・国内交流

【暮らしの中で文化と創造が息づくまちづくりの推進（施設の事業充実）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：文化交流推進課 5,100 1,800 1,800

進捗状況

決算見込み

担当課：文化交流推進課 2,225 2,220 2,220

進捗状況

決算見込み

担当課：文化会館 102 760 760

事　務　事　業　名 事　業　概　要

施設の事業充実
文化・芸術活動の推進

文化財の保護と活用

交流のひとづくり

【施策】【政策】 【基本事業】

交流の情報推進
交流のものづくり

鳴門市史の編さん

暮らしの中で文化と創造が息づくまち
づくりの推進

文化財の保護と活用

国際・国内交流の推進

ベートーヴェンの第九交響曲「日本初演の
地」という歴史的背景を活かして第九演奏
会を開催し、まちづくり・観光情報として
全国に発信する。

第九演奏会開催事業

継続

平成18年度より指定管理者制度を導入
し、調査研究及び事業の企画実施を充実さ
せるなど、賀川豊彦記念館の活性化を図
る。

賀川豊彦記念館活性化事
業

継続

「文化会館活性化事業」と統合

４月１日より指定管理者制度を導
入し、賀川豊彦記念・鳴門友愛会
による管理運営を開始。民間活力
を活かした館の活性化に取り組ん
だ。

完了･終了

2,225

文化会館の活性化を図るため、自主事業の
拡充や多面的利用を推進するとともに、指
定管理者制度の導入を検討する。

平成19年度の「第九」は①定例公演の
第九と②国民文化祭の「第九」との2
回公演になることから、平成18年度は
国文祭のプレとして実施し、全日本
「第九を歌う会」連合会や県外にＰＲ
することが出来た。また、映画「バル
トの楽園」の試写会を開催した。

文化会館活性化事業

継続

計画どおり

4,970

文
化
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【暮らしの中で文化と創造が息づくまちづくりの推進（文化・芸術活動の推進）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：文化交流推進課 810 810 810

進捗状況

決算見込み

担当課：国民文化祭推進室 1,154 18,000

進捗状況

決算見込み

担当課：国民文化祭推進室 6,000

【文化財の保護と活用（文化財の保護と活用）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：生涯学習課 625 10,000 10,000

進捗状況

決算見込み

担当課：生涯学習課 3,580 2,240 2,240

鳴門板野古墳群整備活用
事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

国指定重要文化財に指定されて29年が経
過しているが、劣化が著しく、その保護管
理を進めるための環境整備を行う。

歴史上また学術上価値が高く国指定史跡の
指定候補の古墳を中心に、県と協調して環
境整備および調査活動を行う。

事　務　事　業　名 事　業　概　要

福永家住宅・塩田保存活
用事業

平成19年度に徳島県で開催される国民文
化祭の成功に向けて、実行委員会を設立し
て準備を進めるとともに、開催を通じて地
域文化の振興や文化・芸術活動の推進を図
る。

第22回国民文化祭とくし
ま2007開催事業

鳴門市芸術祭の開催など、市民が文化・芸
術に親しむことのできる機会の拡充を図る
とともに、市民が主体的に参加する個性的
な地域文化の創造を促進する。

文化振興事業

日本を代表する文化人が一同に会し、多様
なプログラムを通じて、地域の活性化につ
いて熱心に論議し、全国発信することを目
的に、国民文化祭のプレイベントとして開
催する。

第28回日本文化デザイン
会議'06ｉｎとくしま開
催事業

実施

継続

継続

本大会開催プレ大会開催

鳴門市実行委員会及び主催3事業の
事業別企画委員会の開催。プレ大
会（第25回第九交響曲演奏会・茶
会）の開催。広報宣伝活動の実
施。

指定文化財の管理指導を行い、除
草及び防災施設保守点検を行っ
た。また、保護管理及び公開活用
を円滑に進めていくための方法に
ついて、所有者と協議を行い、譲
渡の方向で話し合いを進めた。

計画どおり

810

計画どおり

1,154

第28回日本文化デザイン会議の開
催。本市では、大塚国際美術館で
美術館ページェントや陶板ワーク
ショップを開催。また、ドイツ館
では同時開催イベントとして、講
演会・茶会を開催した。

計画どおり

6,000

計画どおり

2,707

鳴門板野古墳群内の2地域の古墳群
について、築造年代確認のための
発掘調査を実施した。また、県の
事業として、群内の弥生時代終末
期の墳墓の築造年代確定の発掘調
査が実施された。

計画どおり

3,580

鳴門市芸術祭を開催するとともに、市
民ギャラリー展の充実を図った。ま
た、市民が主体的に参加する個性的な
地域文化の創造を促進するための指針
となる「鳴門市文化のまちづくり条
例」を12月25日に制定し、平成19年
4月1日から施行した。

継続

新
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第4章 第2節　文化にふれあう感性豊かなひとづくり

【文化財の保護と活用（文化財の保護と活用） 続き】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：生涯学習課 － － －

【国際・国内交流の推進（交流のひとづくり）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：文化交流推進課 － － －

【国際・国内交流の推進（交流のものづくり）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：ドイツ館 27,880 27,000 27,000

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名 事　業　概　要

日独国際交流の中核施設として、指定管理
者制度の導入も含めたドイツ館の整備充実
を図るとともに、ドイチェスフェストを開
催するなどして積極的に国内外への情報発
信を行う。

ドイツ館活性化事業

交流推進事業

市域内出土収集文化財活
用事業

事　務　事　業　名

市内で生産・使用された民俗資料及び埋蔵
文化財出土資料について、今後これらの資
料を一般に公開ができる施設と利用方法を
具体的に検討し、展示施設を開設する。

継続

交流活動の活発化を目的とする市民・民間
団体が主体となった協議会を設立し、歴史
と文化に培われた文化を基盤とした姉妹都
市や親善都市との交流により、市民主導の
交流のまちづくりを目指す。

事　業　概　要

継続

所蔵する資料について、展示会の
開催や出前講座による資料活用、
他機関への貸出しを行った。

計画どおり

27,880

計画どおり

－

計画どおり

－

市民レベルでの国内外との交流活
動を一層推進していくため、市
民・民間団体が主体となった「鳴
門市民交流推進協議会」を設立し
た。

継続

映画「バルトの楽園」で再現された板
東俘虜収容所に関する歴史を、映画撮
影時の写真と現存する写真で振り返る
企画展を行った。また、10月15日に
「ドイチェス・フェストinなると」を
開催した。
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第5章 第1節　市民と協働する開かれたまちづくり

第５章　市民と歩むまちを支える行財政の仕組みづくり
第１節　市民と協働する開かれたまちづくり

市民参画

【開かれた行政と市民参画の推進（開かれた行政と市民参画の推進）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：総務課 1,675 1,490 1,490

進捗状況

決算見込み

担当課：秘書広報課 7,341 7,530 7,550

進捗状況

決算見込み

担当課：企画調整課（旧企画情報課） 1,210 1,210 1,210

進捗状況

決算見込み

担当課：企画調整課（旧企画情報課） － － －

総合計画の推進を図るためのツールとして
行政評価システムを導入し、各事業の再点
検を行い、限りある財源の中で効果的・効
率的な行政運営を推進する。

行政評価導入事業

広域連携調査研究事業

市民サービスの向上や効率化の観点から、
広域行政、市町村合併についての調査・研
究を進める。

一層読みやすい「広報なると」の紙面作り
として、掲載内容などを検討し広報紙の充
実を図る。「広報なると」発行事業

継続

事　業　概　要事　務　事　業　名

ファイリングシステムを活用し、守るべき
情報は守り、市政に関する情報は積極的に
公表し、行政の説明責任を十分に果たし
て、公正の確保と透明性の向上を図る。

情報公開・個人情報保護
事務

【施策】【政策】 【基本事業】

開かれた行政と市民参画の推進開かれた行政と市民参画
の推進

情報公開条例、個人情報保護条例
に基づき適正な手続きを進め、情
報公開については76件、個人情報
は簡易開示を含む41件の請求に対
し、開示等を行った。また、文書
を保存するための書庫の整備を進
めた。

助役から事業担当者まで階層に応
じた職員研修を実施するととも
に、総合計画実施計画を基本に選
定した104事業の事務事業評価を
行い公表した。継続

継続

市民意識調査の実施時において、
市町村合併に関する項目を設定を
行い、市民ニーズの把握に努め
た。また、徳島県市町村合併推進
審議会へ本市の考えを示すととも
に、近隣市町の動向の把握に努め
た。

継続

一層読みやすい紙面作りとして、
市民が参加する活動・イベントの
記事掲載や、理解しやすいようグ
ラフや表を活用した。また、年2
回、紙面4ページをカラー化した。

計画どおり

6,872

計画どおり

1,621

計画どおり

1,171

計画どおり

－

市民と協働する開かれた
まちづくり
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第5章 第1節　市民と協働する開かれたまちづくり

【開かれた行政と市民参画の推進（開かれた行政と市民参画の推進）　続き】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：企画調整課（旧企画情報課） － － －

事例を調査・研究し、庁内協議を
行った。

計画どおり

－
継続

事　務　事　業　名 事　業　概　要

本市の特性を活かした構造改革特別区域制
度の導入及び地域再生について調査・研究
を行うとともに、可能なものについては申
請を行う。

特区・地域再生制度活用
研究事業

重9-1
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第5章 第2節　時代を拓く行財政のシステムづくり

第２節　時代を拓く行財政のシステムづくり

行財政運営

【効率的・効果的な行財政運営の推進（財政の健全化）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：財政課 － － －

進捗状況

決算見込み

担当課：税務課 13,345 13,340 13,340

進捗状況

決算見込み

担当課：都市住宅課 640 1,920 1,920

継続

市営住宅の家賃滞納整理をすることで、市
営住宅使用料収入の収入未済額を減少させ
るとともに、入居者間の不公平感の解消を
図り健全な住宅運営を実施する。

実施 継続

主要財源の安定的な確保や公平性の確保か
ら、口座振替を推進し、徴収事務を充実・
強化させるとともに平成18年度から徳島
滞納整理機構に参画し徴収率の向上を図
る。

市税徴収率向上対策事
業

市営住宅家賃滞納整理
事業

適正な人事管理と職員の能力向上

事　務　事　業　名 事　業　概　要

財政健全化計画に基づき、市の行財政運営
の将来像を展望し計画を推進する。財政健全化計画推進事

業

継続

効率的・効果的な行財政運営
の推進

【施策】【政策】 【基本事業】

財政の健全化
行政改革の推進

計画どおり

12,226

平成18年6月に「財政健全化計画」の
見直しを行い改訂版を策定し、平成19
年度予算編成において、使用料・手数
料等の見直し、補助金の整理合理化等
に取り組んだ。また、平成17年度決算
における普通会計のバランスシートや
行政コスト計算書等を公表した。

計画どおり

－

徳島滞納整理機構に40事案を移管し、
また県市合同徴収や、休日税務相談、
口座振替推進キャンペーン、租税債権
の徴収を目的とした滞納処分への転換
等の施策を実施。徴収率は現年分
97.96％、滞納繰越分13.2％、全体で
87.44％とすべて前年度を上回った。

計画どおり

210

悪質な家賃滞納者に対する納付相
談を行い、応じない場合は滞納処
分の法的手続きを取るなど、市営
住宅使用料収入の確保に努めた。

時代を拓く行財政
のシステムづくり

重9-3
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第5章 第2節　時代を拓く行財政のシステムづくり

【効率的・効果的な行財政運営の推進（行政改革の推進）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：総務課 － － －

進捗状況

決算見込み

担当課：総務課 －

進捗状況

決算見込み

担当課：総務課 75 － －

【効率的・効果的な行財政運営の推進（適正な人事管理と職員の能力向上）】 （単位：千円）

計　画　期　間　（下段：事業費） 平成18年度実績

H18年度 H19年度 H20年度 平成18年度の実施内容 計画通り実施できなかった理由(未達成又は未着手)

進捗状況

決算見込み

担当課：人事課 6,393 6,390 6,390

集中改革プランの着実な実施により、危機
的な財政状況から脱却し、財政健全化を図
るとともに、市民サービスの向上と簡素で
効率的な行財政システムを確立する。

集中改革プラン推進事
業

窓口業務の一元化調査･
研究事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

指定管理者制度の創設により、本市の公の
施設の管理運営現況調査を行い、すでに委
託しているものは平成1８年度から指定管
理者による管理に移行し、他施設も可能な
ものから順次移行する。

指定管理者制度導入事
業

平成12年から市民課で税務証明等の発行
を行っているが、市民の利便性向上のた
め、ワンストップサービスによる各種証明
書発行事務や申請業務など窓口業務の一元
化について調査・研究する。

事　務　事　業　名 事　業　概　要

窓口業務一元化検討会において、
市民アンケート及び主要窓口業務
の分類、他都市の状況調査などを
行い、窓口業務一元化についての
調査・研究を行った。

「鳴門市人材育成基本方針」に基づき、地
方分権時代にふさわしい職員の資質、能力
の向上を図るため計画的な各種研修を実施
する。

継続

継続

定員管理・給与の適正化、民間委
託等の推進などの各取り組み事項
の推進に努めた。職員数は全会計
で32人削減し、平成18年度決算
速報値において、経常収支比率は
92.6％（前年度比1.6％改善）と
なった。

計画どおり

－
継続

計画どおり

6,131

完了･終了

－

計画どおり

35

勤労青少年ホーム、青少年会館、
市場・川崎児童館の3施設について
指定管理者制度導入に取り組み、
平成19年4月から指定管理者制度
に移行した。

職員人材育成研修事業

継続

各階層別研修、職務研修、課題別
研修等を実施した。派遣研修につ
いては、自治大学校に2人、市区町
村国内外研修プログラム1人、市町
村職員中央研修所等に10人派遣す
るなど研修の充実を図った。
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